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イ
メ
�
ジ
�
進
行
形―

映
像
環
境
�
�
�
�
向
�
�
��
3
�

�
映
像
圏
��
考
古
学

映
像
圏
は
ど
こ
か
ら
来
た
か

こ
の
連
載
評
論
で
筆
者
が
考
え
て
い
る
の
は
、
情

報
化
時
代
の
映
像
論
／
映
画
論
と
い
う
べ
き
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、
つ
い
最
近
で
も
、「
デ
ジ
タ
ル
時
代
」

の
映
画
を
テ
�
マ
に
し
た
日
本
語
の
映
画
研
究
の

書
物
が
よ
う
や
く
目
に
つ
く
よ
う
に
な
る
一
方
★
1
、

「
ラ
イ
ズ
Ｘ
」（
昨
年
六
月
）、「
シ
ネ
マ
・
ア
ン
ジ

�
リ
カ
」（
同
一
一
月
）、「
恵
比
寿
ガ
�
デ
ン
シ
ネ
マ
」

（
今
年
一
月
）、「
シ
ネ
セ
ゾ
ン
渋
谷
」（
同
二
月
）
…
…

と
い
�
た
都
内
の
有
名
な
ミ
ニ
シ
ア
タ
�
系
映
画
館

が
急
激
な
勢
い
で
閉
館
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
映
画

館
文
化
の
急
速
な
衰
退
も
ま
た
、
情
報
化
時
代
の
一

つ
の
兆
候
だ
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
★
2
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
筆
者
が
映
像
圏
と
呼
ぶ
現
代
映
像

文
化
の
一
部
を
占
め
る
興
味
深
い
表
象
モ
デ
ル
や
リ

ア
リ
テ
�
は
、
社
会
の
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
化
」
が
押

し
進
め
る
グ
ロ
�
バ
ル
資
本
主
義
や
情
報
イ
ン
フ
ラ

の
拡
大
に
相
即
し
た
、
き
わ
め
て
今
日
的

0

0

0

な
文
化
現

象―

社
会
学
の
イ
デ
�
オ
ム
を
用
い
れ
ば
「
社
会

的
事
実
」―

と
し
て
看
做
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
い
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
過
去
の
映

像
文
化
史―

つ
ま
り
、
映
画
史
や
諸
々
の
視
覚
文

化
史
の
文
脈
か
ら
ま
�
た
く
切
り
離
さ
れ
て
現
れ
て

渡
邉
大
輔

Watana Daisuke

★
1　

例
え
ば
、
ミ
ツ
ヨ
・
ワ
ダ
・
マ
ル
シ
ア
ー

ノ
『
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
日
本
映
画　

新
し
い
映

画
の
た
め
に
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇

年
。
ま
た
、
ジ
ャ
ン
＝
リ
ュ
ッ
ク
・
ゴ
ダ
ー
ル
の

フ
ィ
ル
ム
を
「
編
集
台
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
に
デ
ィ
ジ
タ
ル
解
析
し
、
新
し
い
フ
ィ
ル
ム

分
析
の
形
を
示
し
て
注
目
を
集
め
た
平
倉
圭
『
ゴ

ダ
ー
ル
的
方
法
』
イ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
、
二
〇
一
〇

年
も
挙
げ
ら
れ
る
。

★
2　

こ
う
し
た
映
画
館
文
化
の
退
潮
現
象
は
、

従
来
通
り
の
時
代
的
趨
勢
以
上
に
、
現
在
で
は
、

三
月
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震

災
）
に
よ
る
甚
大
な
社
会
的
混
迷
が
今
後
、
数
年

単
位
で
続
く
な
ら
ば
（
続
く
だ
ろ
う
が
）、
電
力

供
給
問
題
や
景
気
後
退
、
数
年
は
続
く
余
震
に
よ

る
安
全
面
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
難
と
い
う
観

点
で
も
、
加
速
度
的
に
進
行
す
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
自
身
は
考
え
て

い
る
（
も
ち
ろ
ん
、
映
画
批
評
家
の
は
し
く
れ
と

し
て
は
、
こ
う
し
た
映
画
館
文
化
の
衰
退
に
は
憂

う
べ
き
も
の
が
あ
る
が
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、（
か

つ
て
の
関
東
大
震
災
や
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
）
こ
の
度
の
震
災
は
、「
震

災
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
も
い
う
べ
き
右
傾
化
の
兆
し

も
含
め
て
、
二
〇
一
〇
年
代
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
や

文
化
的
想
像
力
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
て
い
く
だ

ろ
う
。
日
本
は
、（
例
え
ば
、
西
欧
社
会
の
場
合

「
戦
争
」
な
の
だ
が
）「
大
震
災
」
に
よ
っ
て
文
化

の
潮
目
が
巨
大
に
変
わ
っ
て
き
た
国
な
の
だ
。
ち

な
み
に
、
日
本
社
会
に
お
い
て
映
画
館
（
常
設

館
）
の
数
が
初
め
て
飛
躍
的
に
急
増
し
た
の
も
、

実
は
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
）
の
あ
と
の
大

規
模
な
都
市
開
発
で
あ
っ
た
。「
震
災
後
」
の
想

像
力
と
映
画
文
化
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
考
え
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
む
ろ
ん
、
片
手
間
で
扱
え
る
よ

う
な
主
題
で
は
な
い
が
、
次
回
以
降
、
連
載
の
論

旨
に
沿
う
範
囲
内
で
触
れ
て
み
た
い
。

http://amzn.to/hhq8Kw
http://amzn.to/hhq8Kw
http://amzn.to/hGn7eN
http://amzn.to/hGn7eN
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き
た
わ
け
で
も
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
お

そ
ら
く
一
九
世
紀
以
降
の
複
製
文
化
は
、
折
に
触
れ
て
、

映
像
圏
的
な
表
象
シ
ス
テ
ム
を
元
手
に
い
く
つ
も
の

文
化
的
な
文
物
を
組
み
立
て
た
り
、
ま
た
そ
れ
を
社

会
的
に
受
容
す
る
間
口
を
広
げ
て
き
た
。
そ
こ
で
今

回
は
、
そ
う
し
た
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
に
ま
つ
わ
る
歴

史
的
な
経
緯
を
見
取
り
図
的
に
扱
お
う
と
思
う
。
そ

の
こ
と
で
、
こ
こ
ま
で
先
端
的
な
情
報
メ
デ
�
ア
と

の
関
係
に
の
み
注
視
し
て
き
た
本
論
の
議
論
を
、
な

る
べ
く
既
成
の
映
画
史
研
究
や
映
画
批
評
、
あ
る
い

は
メ
デ
�
ア
研
究
の
枠
組
み
に
引
き
つ
け
て
敷
衍
し

直
し
て
み
た
い
。

映
画
史
の
モ
ダ
ン
＝
「
大
き
な
物
語
」
の
成
立

―

「
古
典
的
ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
」

さ
て
、
で
は
映
画
史
の
話
題
に
本
格
的
に
入
る
前

に
、
こ
の
分
野
に
不
馴
れ
な
読
者
の
た
め
に
も
、
最

初
に
い
く
つ
か
の
文
脈
を
明
確
に
し
て
お
い
た
ほ
う

が
よ
い
だ
ろ
う
。
す
で
に
一
二
〇
年
近
い
映
画
の
歴

史
を
考
え
る
時
に
、
情
報
化
時
代
の
映
画
／
映
像
文

化
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
本
論
の
文
脈
か
ら
ま
ず
押

さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
や
は
り
映

画
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
化
と
の
関
係
性
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
い
い
換
え
る
な
ら
ば
、
現
在
、
私
た
ち
が
映

画
と
聞
い
て
一
般
的
に
思
い
浮
か
べ
る
「
物
語
映
画
」

（
フ
�
ク
シ
�
ン
映
画
）
の
歴
史
的
帰
趨
を
問
う
こ
と

に
繫
が
�
て
く
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
末
に
誕
生
し
た
映
画

は
、
ま
ず
何
ら
か
の
「
物
語
」（
虚
構
）
を
見
せ
る

視
覚
メ
デ
�
ア
と
し
て
長
年
成
熟
し
、
そ
れ
は
現
在

ま
で
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う

し
た
映
画
の
存
在
論
的
条
件
を
最
も
体
系
的
か
つ

巨
大
に
完
成
さ
せ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
映
画
産

業
で
生
ま
れ
た
「
古
典
的
ハ
リ
ウ
�
ド
・
シ
ス
テ

ムclassical H
ollyw

ood system

」（
C
H
S
）
と

呼
ば
れ
る
説
話
体
系
で
あ
�
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
C
H
S
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の

映
画
研
究
で
定
式
化
さ
れ
た
術
語
だ
が
★
3
、
こ
こ

で
は
、
ジ
�
ン
・
フ
�
�
ド
、
ハ
ワ
�
ド
・
ホ
�
ク

ス
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ル
ビ
�
チ
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
往

年
の
ハ
リ
ウ
�
ド
の
巨
匠
た
ち
の
監
督
し
た
名
作
映

画
の
持
つ
物
語
ス
タ
イ
ル
を
思
い
起
こ
し
て
も
ら
え

れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
（
こ
れ
ら
の
C
H
S
を
備
え
た
黄

金
期
の
ア
メ
リ
カ
映
画
は
、「
古
典
的
ハ
リ
ウ
�
ド
映
画

The classical H
ollyw

ood cinem
a

」〔
C
H
C
〕
と
呼

ば
れ
る
）。
C
H
S
と
は
、
そ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
「
黄
金

期
」（
一
九
一
七
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
）
の
ハ
リ
ウ
�
ド

★
3　

C
f. D

avid B
ordw

ell, Janet 
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ristin T

hom
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he 

C
lassical H

ollyw
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in
em
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N
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bia U

niversity 

Press, 1985.

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
初
期
映
画

研
究
者
ト
ム
・
ガ
ニ
ン
グ
は
、『
Ｄ
・
Ｗ
・
グ
リ

フ
ィ
ス
と
ア
メ
リ
カ
物
語
映
画
の
起
源　

初
期

の
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
時
代
』
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ラ
ー

ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
の
物
語
分
析
な
ど
を
踏
ま
え

つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
映
画
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
叙
述

の
独
特
の
統
辞
シ
ス
テ
ム
（
例
え
ば
並
行
モ
ン

タ
ー
ジ
ュ
）
の
成
立
を
、
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
社
時

代
（
一
九
〇
八
〜
一
三
年
）
の
グ
リ
フ
ィ
ス
の
作

品
群
に
見
出
し
、
こ
れ
を
「
ナ
レ
ー
タ
ー
・
シ
ス

テ
ムnarrator system

」
と
名
づ
け
て
い
る
。

Tom
 G

unning, D
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he 

O
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m
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T
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iograph, U
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Press, 1991, pp.25-28.

http://amzn.to/f1jvs2
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映
画
が
堅
牢
に
組
織
化
し
た
規
範
的
ス
タ
イ
ル
や
物

語
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
ア
ク
シ

�
ン
ド
ラ
マ
や
メ
ロ
ド
ラ
マ
に
典
型
的
で
あ
る
よ
う

に
、
何
よ
り
も
登
場
人
物
の
心
理
や
ス
ト
�
リ
�
の

起
承
転
結
、
因
果
関
係
を
き
わ
め
て
明
確
か
つ
連
続

的
に
描
き
出
す
こ
と
を
主
眼
と
し
、
映
画
を
観
る
観

客
を
物
語
世
界
の
中
へ
と
ス
ム
�
ス
に
感
情
移
入
さ

せ
る
（
カ
タ
ル
シ
ス
を
感
じ
さ
せ
る
）
技
術
を
洗
練
さ

せ
た
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
「（
簡
潔
で
滑
ら
か
に
）
物

語
る
こ
と
」
の
経
済
性
＝
透
明
性
を
こ
の
上
な
く
体

系
化
し
た
C
H
S
は
お
よ
そ
三
〇
年
代
に
絶
頂
を
迎

え
、
世
界
中
の
映
画
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
い

わ
ば
C
H
S
は
映
画
に
お
け
る
（
文
字
通
り
）
モ
ダ

ン
の
「
大
き
な
物
語
」
と
し
て
機
能
し
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。

六
〇
年
代
の
古
典
的
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
凋
落

―

「
翳
り
の
映
画
史
」
の
到
来

し
か
し
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
C
H
C

を
は
じ
め
と
す
る
「
物
語
の
経
済
性
」
に
照
準
を
合

わ
せ
た
映
画
作
り
は
、
だ
い
た
い
六
〇
年
代―

厳
密
に
い
え
ば
、
す
で
に
潜
在
的
に
は
五
〇
年
代
初

頭―

以
降
、
急
速
に
衰
退
と
崩
壊
を
遂
げ
て
い

く
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
時
期
、
映
画
の
表
象
の
上

で
は
、
三
〇
年
代
前
半
に
成
立
し
て
か
ら
ハ
リ
ウ
�

ド
業
界
内
で
甚
大
な
影
響
力
を
持
�
た
プ
ロ
ダ
ク
シ

�
ン
・
コ
�
ド
（
い
わ
ゆ
る
「
ヘ
イ
ズ
・
コ
�
ド
」）
が

廃
止
さ
れ
る
。
こ
の
自
主
検
閲
規
則
は
、
ハ
リ
ウ
�

ド
で
作
ら
れ
る
映
画
の
暴
力
、
宗
教
、
性
に
ま
つ
わ

る
反
道
徳
的
描
写
を
厳
し
く
規
制
す
る
も
の
だ
�
た

が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
映
画
製
作
者
た
ち
は
、
あ
る
対

象
を
「
見
せ
ず
に
語
る
」
と
い
う
高
度
な
編
集
と
脚

本
の
技
術
（
＝
説
話
機
能
）
を
極
限
ま
で
発
達
さ
せ
え

た
。
さ
ら
に
製
作
シ
ス
テ
ム
の
上
で
は
、
大
手
の
メ

ジ
�
�
映
画
会
社
が
監
督
、
脚
本
家
、
キ
�
メ
ラ
マ

ン
、
俳
優
か
ら
映
画
館
ま
で
フ
�
ル
ム
の
製
作
・
配

給
・
興
行
の
諸
要
素
を
一
手
に
契
約
統
括
す
る
フ
�

�
デ
�
ズ
ム
的
な
撮
影
所
中
心
シ
ス
テ
ム―

い
わ

ゆ
る
「
ブ
ロ
�
ク
・
ブ
�
キ
ン
グ
」（
垂
直
統
合
）
が

軒
並
み
機
能
不
全
に
陥
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
変
化

は
、
む
ろ
ん
テ
レ
ビ
な
ど
の
新
興
メ
デ
�
ア
の
普
及

や
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ニ
�
�
・
シ
ネ
マ
や
ニ
�
�
ヨ

�
ク
派
な
ど
新
し
い
感
覚
の
映
画
の
登
場
と
も
表
裏

一
体
の
も
の
で
あ
る
。

「
物
語
」
の
優
位
か
ら
「
イ
メ
ー
ジ
」
の
優
位
へ

―

映
画
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

以
上
の
よ
う
に
ハ
リ
ウ
�
ド
（
ア
メ
リ
カ
映
画
）
の

イ
メ
�
ジ
世
界
は
、
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
を
大

き
な
端
境
期
と
し
て
、
一
部
の
大
物
プ
ロ
デ
�
�
サ

�
、
巨
匠
監
督
と
ド
ル
箱
ス
タ
�
を
擁
し
た
「
A
映

画 A
 m

ovie

」
と
、
そ
れ
と
抱
き
合
わ
せ
て
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
�
式
に
各
会
社
の
直
営
館
に
掛
け
ら
れ

る
低
予
算
の
「
B
映
画 B m

ovie

」
と
を
大
量
か
つ

コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
生
産
す
る
撮
影
所
シ
ス
テ
ム
が
生

み
出
す
古
典
的
世
界
か
ら
変
貌
を
遂
げ
る
★
4
。
そ

れ
は
、
次
々
に
開
発
さ
れ
て
い
く
特
殊
視
覚
効
果
技

術
（
S
F
X
や
V
F
X
）
を
駆
使
し
て
観
客
の
直
接

的
な
視
覚
的
興
趣
を
煽
る
ワ
イ
ド
ス
ク
リ
�
ン
の
ブ

ロ
�
ク
バ
ス
タ
�
大
作
（
ハ
イ
・
コ
ン
セ
プ
ト
映
画
）
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と
、
過
激
な
残
酷
描
写
や
エ
ロ
テ
�
�
ク
シ
�
ン
を

売
り
に
す
る
キ
ワ
モ
ノ
映
画
や
作
家
主
義
的
な
イ
ン

デ
�
�
ズ
系
映
画
に
象
徴
さ
れ
る
見
世
物
的
な
ス
ペ

ク
タ
ク
ル
世
界
の
氾
濫
で
あ
�
た
。
す
な
わ
ち
、
か

つ
て
の
ラ
オ
�
ル
・
ウ
�
ル
シ
�
な
ら
ば
、
た
�
た

ワ
ン
・
シ
�
�
ト
で
片
づ
け
た
だ
ろ
う
犯
罪
ア
ク
シ

�
ン
の
ク
ラ
イ
マ
�
ク
ス
を
、
あ
る
い
は
ヒ
�
チ
コ

�
ク
な
ら
ば
、
わ
ず
か
一
回
の
カ
�
ト
・
バ
�
ク
で

際
立
た
せ
た
は
ず
の
サ
ス
ペ
ン
ス
を
、「
ポ
ス
ト
古

典
的
映
画
」
の
監
督
た
ち
は
、
ス
ロ
�
モ
�
シ
�
ン

や
ズ
�
ム
、
C
G
合
成
に
よ
�
て
何
十
秒
に
も
拡
張

し
て
示
す
こ
と
に
な
�
た
わ
け
だ
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
映
画
を
製
作
／
消
費
す
る
あ
り
方
も
複
数
の
企
業

出
資
に
よ
る
「
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
�
ト
化
」（
複
合
化
）

と
、
複
数
の
メ
デ
�
ア
ミ
�
ク
ス
（
テ
レ
ビ
放
映
、
ノ

ベ
ラ
イ
ズ
出
版
、
ビ
デ
オ
・
D
V
D
レ
ン
タ
ル
、
ウ
�
ブ

配
信
な
ど
）
を
想
定
す
る
「
メ
デ
�
ア
収
束m

edia 

convergence

」（
ヘ
ン
リ
�
・
ジ
�
ン
キ
ン
ズ
）
へ
と

移
り
変
わ
る
。

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
似
た
よ
う
な
構
造
的
変
化

は
、
こ
の
時
期
、
ア
メ
リ
カ
に
限
ら
ず
各
国
の
映
画

界
で
同
時
多
発
的
に
起
こ
�
て
い
る
。
例
え
ば
、
日

本
映
画
で
見
て
み
る
と
、
観
客
数
・
映
画
館
数
・
製

作
本
数
が
軒
並
み
史
上
最
高
を
記
録
し
た
五
〇
年
代

末
を
境
に
、
五
三
年
か
ら
放
送
が
始
ま
�
た
テ
レ

ビ
の
普
及
と
も
相
俟
�
て
、
六
〇
年
代
以
降
、
メ
ジ

�
�
撮
影
所
の
経
営
縮
小
が
本
格
化
す
る
。
そ
の

後
、
過
激
な
暴
力
描
写
が
売
り
の
ヤ
ク
ザ
映
画
（
深

作
欣
二
の
東
映
実
録
も
の
）
や
、
低
予
算
の
ピ
ン
ク

映
画
（
に
�
か
つ
ロ
マ
ン
ポ
ル
ノ
）
に
活
路
を
見
出
す

が
、
一
九
七
一
年
に
メ
ジ
�
�
の
日
活
、
大
映
が
相
次

い
で
倒
産
、
日
本
の
撮
影
所
シ
ス
テ
ム
も
急
速
に
崩

壊
し
て
い
く
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
六
〇
年
代
、

C
H
C
衰
退
後
の
新
し
い
映
画
の
流
れ
と
し
て
、
ア

�
サ
�
・
ペ
ン
ら
の
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ニ
�
�
・
シ

ネ
マ
」
や
ジ
�
ン
・
カ
サ
ヴ
�
テ
ス
な
ど
の
ニ
�
�

ヨ
�
ク
発
の
イ
ン
デ
�
�
ズ
系
作
家
の
台
頭
に
触
れ

た
が
、
同
時
期
・
同
様
の
、「
大
文
字
の
体
制
」
を

否
定
し
自
由
な
表
現
を
模
索
し
た
映
画
革
新
運
動
と

し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
ゴ
ダ
�
ル
、
ト
リ
�
フ
�
�
ら

の
「
ヌ
�
ヴ
�
ル
・
ヴ
�
�
グ
」
を
は
じ
め
、
主
立

�
た
と
こ
ろ
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ト
ニ
�
・
リ
チ
�

�
ド
ソ
ン
ら
の
「
フ
リ
�
・
シ
ネ
マ
」
や
「
ブ
リ
テ

�
�
シ
�
・
ニ
�
�
・
ウ
�
�
ヴ
」、
ド
イ
ツ
の
R
・

W
・
フ
�
ス
ビ
ン
ダ
�
ら
の
「
ニ
�
�
・
ジ
�
�
マ

ン
・
シ
ネ
マ
」、
ブ
ラ
ジ
ル
の
グ
ラ
ウ
ベ
ル
・
ロ
�
シ

�
ら
の
「
シ
ネ
マ
・
ノ
�
ヴ
�
」、
そ
し
て
、
日
本

で
は
、
大
島
渚
や
吉
田
喜
重
ら
の
「
日
本
ヌ
�
ヴ
�

ル
・
ヴ
�
�
グ
」
や
「
日
本
ア
�
ト
・
シ
ア
タ
�
・

ギ
ル
ド
」（
A
T
G
）
な
ど
の
動
き
が
対
応
し
て
い
る

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
イ
タ
リ
ア
で
は
、
ま
と
ま
り

の
あ
る
動
き
は
な
か
�
た
が
、
パ
ゾ
リ
�
ニ
や
ベ
ル
ト
ル

★
4　

こ
こ
で
、「A

 m
ovie

」「B
 m

ovie

」

を
従
来
通
り
「
A
級
映
画
」「
B
級
映
画
」
と
訳

さ
な
い
の
は
、
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
が
（「
B
級
グ
ル
メ
」
の
よ
う
に
）
フ
ィ
ル

ム
の
価
値
的
な
優
劣
関
係
（「
級
」）
と
看
做
さ
れ

る
の
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
B
映
画
の
成
り
立

ち
に
つ
い
て
の
日
本
語
文
献
は
以
下
を
参
照
。
蓮

實
重
彥
『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
史
講
義　
翳
り
の
映

画
史
の
た
め
に
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
、
第

二
章
、
及
び
吉
田
広
明
『
B
級
ノ
ワ
ー
ル
論　
ハ

リ
ウ
ッ
ド
転
換
期
の
巨
匠
た
ち
』
作
品
社
、
二
〇

〇
八
年
、
序
論
。

http://amzn.to/fVdrtQ
http://amzn.to/eHyu8F
http://amzn.to/eHyu8F
http://amzn.to/fVdrtQ
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�
チ
ら
の
先
鋭
な
問
題
作
が
こ
れ
ら
の
変
化
に
対
応
し
て

い
た
）。

す
な
わ
ち
、
映
画
に
お
け
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
化

（「
大
き
な
物
語
」
の
崩
壊
）
と
は
、
古
典
的
映
画
が
備

え
て
い
た
「
物
語
」（
シ
ナ
リ
オ
と
編
集
）
の
求
心
力

が
衰
え
、
視
聴
覚
イ
メ
�
ジ
（
シ
�
�
ト
）
そ
れ
じ

た
い
が
自
律
化
し
、
物
語
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て

で
は
な
く
、
再
帰
的
・
自
己
完
結
的
な
ス
ペ
ク
タ
ク

ル
と
し
て
機
能
し
始
め
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
伴
い
、

映
画
に
対
す
る
、
物
語
の
因
果
関
係
や
整
合
性
の
読

解
か
ら
断
片
的
な
イ
メ
�
ジ
の
刺
激
体
験
へ
と
観
客

の
関
心
が
移
行
し
た
こ
と
、
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
見
取
り
図
は

き
わ
め
て
分
か
り
や
す
く
、
も
は
や
常
識
の
域
に
達

し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
例
え
ば
、
日
本
の
映
画
批

評
の
世
界
で
は
、
す
で
に
二
十
年
近
く
も
前
に
、
世

界
有
数
の
映
画
批
評
家
・
蓮
實
重
彥
が
示
し
た
、「
物

語
か
ら
イ
メ
�
ジ
の
優
位
へ
」
と
い
う
名
高
い
公
式

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
★
5
。

「
過
視
的
な
も
の
」
の
時
代
の
映
像
論
へ

―
―

「
た
ん
な
る

0

0

0

0

映
画
」
の
た
め
に

と
は
い
う
も
の
の
、
本
論
で
は
、
大
枠
と
し
て
以

上
の
見
取
り
図
を
便
宜
的
に
採
用
し
て
お
く
こ
と
と

し
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
先
の
蓮
實
は
、「
こ
う
し
た
状

況
の
変
化
を
堕
落
と
み
る
か
発
展
と
み
る
か
の
判
断

は
、
い
�
た
ん
お
く
と
す
る
」
と
ひ
と
ま
ず
慎
重
に

書
き
つ
け
て
は
い
る
。
し
か
し
、「
物
語
か
ら
イ
メ
�

ジ
の
優
位
へ
」
と
い
う
標
語
を
、
す
ぐ
さ
ま
「
ハ
リ

ウ
�
ド
映
画
か
ら
た
ん
な
る

0

0

0

0

ア
メ
リ
カ
映
画
へ
」
の

移
行
と
絶
妙
に
い
い
換
え
て
も
い
る
九
〇
年
代
前
半

の
蓮
實
が
、
そ
の
変
化
を
到
底
甘
受
し
難
い
も
の
と

看
做
し
て
い
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
本
論
の
筆
者

の
立
場
は
、
こ
う
し
た
蓮
實
的
な
態
度
表
明
に
逆
ら

い
、
あ
え
て
ど
こ
ま
で
も
凡
庸
な
「
た
ん
な
る

0

0

0

0

映
画
」

と
な
り
果
て
た
と
い
わ
れ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
／
情
報

化
時
代
の
映
画
文
化
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
�
ル
（
可
能

性
の
射
程
）
こ
そ
を
批
評
的
に
捉
え
返
し
て
み
よ
う

と
い
う
倒
錯
的
な
姿
勢
に
尽
き
て
い
る
。
少
な
く
と

も
、
最
も
凡
庸
な
部
類
の
シ
ネ
フ
�
ル
主
義
が
い
ま

だ
金
科
玉
条
の
も
の
と
す
る
C
H
C
の
歴
史
は
ほ

ぼ
半
世
紀
続
い
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
後
の
「
た
ん
な

0

0

0

る0

映
画
」（
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
映
画
）
の
歴
史
も
そ
ろ

そ
ろ
同
じ
く
ら
い
の
時
間
が
経
つ
の
で
あ
り
、
だ
と

す
れ
ば
、
私
た
ち
は
そ
の
世
代
的
現
実
に
見
合
�
た

批
評
言
語
の
更
新
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
何
度
で
も
繰
り
返
し
た
い
が
、

C
H
S
の
歴
史
的
記
憶
に
の
み
依
拠
し
た
映
画
批
評

の
言
語
で
は
、
現
代
映
画
を
真
摯
に
思
考
す
る
た
め

に
は
、
も
は
や
当
座
の
間
に
合
わ
せ
に
も
な
ら
な
い

の
だ
★
6
。

★
5　
「
ア
メ
リ
カ
映
画
が
失
っ
た
も
の
、
そ
れ

は
説
話
論
的
な
経
済
性
に
尽
き
て
い
る
。﹇
中
略
﹈

シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
崩
壊
は
、

『
ヘ
イ
ズ
・
コ
ー
ド
』
の
消
滅
に
よ
っ
て
加
速
さ

れ
、
初
め
て
映
画
を
『
た
ん
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
』
に

す
ぎ
な
い
『
見
世
物
』
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
説
話
論
的
な
要
素
に
す
ぎ
な
か
っ
た
シ
ョ
ッ

ト
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
化
し
、
物

語
の
構
造
の
簡
潔
さ
に
代
っ
て
視
覚
的
効
果
の
た

め
の
装
飾
的
側
面
が
強
調
さ
れ
、
シ
ナ
リ
オ
と
編

集
の
優
位
を
い
た
る
と
こ
ろ
で
く
つ
が
え
し
て
ゆ

く
」、
前
掲
『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
史
講
義
』、
一
七

四
〜
一
七
五
頁
、﹇　

﹈
内
引
用
者
。
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さ
ら
に
、
こ
う
し
た
映
画
史
に
お
け
る
構
造
的
変

容
の
パ
�
ス
ペ
ク
テ
�
ヴ
を
、
本
論
が
注
目
す
る
イ

ン
タ
�
ネ
�
ト
な
ど
の
現
代
の
情
報
化
社
会
と
の
関

係
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
第
一
回
で
も
言

及
し
た
批
評
家
で
作
家
の
東
浩
紀
に
よ
る
二
〇
〇
〇

年
代
初
頭
の
議
論
が
こ
と
に
参
照
に
値
す
る
。
例
え

ば
、『
動
物
化
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
』
に
お
い
て
東
は
、

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
時
代
の
あ
る
種
の
美
学
的
特
性
や
消

費
の
欲
望
の
構
造
に
関
し
て
、「
過
視
的
」
と
い
う
表

現
を
用
い
て
説
明
し
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
イ
ン

タ
�
ネ
�
ト
の
H
T
M
L
（
ウ
�
ブ
ペ
�
ジ
）
の
構

造
や
現
代
美
術
家
・
村
上
隆
の
「
ス
�
パ
�
フ
ラ
�

ト
」
絵
画
を
例
に
出
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
に
「
見
え
な

い
も
の
を
見
え
る
も
の
に
す
る
」
と
い
う
近
代
的
表

象
モ
デ
ル
と
は
異
な
る
、
複
数
の
階
層
の
「
見
え
る

も
の
」
が
並
列
化
さ
れ
、
同
時
に
「
で
き
る
だ
け
多

く
の
見
え
な
い
も
の
を
見
え
る
も
の
に
変
え
る
」
神

経
症
的
な
欲
望
、
つ
ま
り
、「
過
視
的
」（
過0

剰
に
可

視0

的
な
状
態
）
な
衝
動
の
存
在
を
的
確
に
読
み
取
�

て
い
る
★
7
。
こ
の
東
の
注
目
す
る
ウ
�
ブ
の
構
造

と
も
密
接
に
相
即
し
た
「
過
視
的
」
な
文
化
論
理
が
、

先
の
「
物
語
か
ら
イ
メ
�
ジ
の
優
位
へ
」
と
い
う
映

画
史
で
の
パ
�
ス
ペ
ク
テ
�
ヴ
に
通
底
し
て
い
る
こ

と
は
紛
れ
も
な
い
。
事
実
、
熱
烈
な
シ
ネ
フ
�
ル
と

し
て
も
知
ら
れ
る
芥
川
賞
作
家
の
阿
部
和
重
と
の
あ

る
対
談
の
中
で
東
は
、
両
者
の
並
行
性
を
指
摘
し
て

も
い
た
の
だ
★
8
。

「
ポ
ス
ト
古
典
的
映
画
」
と
映
像
圏
の
共
通
性

と
に
か
く
、
話
を
本
論
の
主
題
に
戻
せ
ば
、
筆

者
が
こ
れ
ま
で
注
目
し
て
き
たY

ouTube

や
噓
字

幕
動
画
（
第
一
回
）
に
せ
よTw

itter

やW
ikiLeaks
（
第
二
回
）
に
せ
よ
、
現
代
の
映
像
圏
的
な
表
象
シ
ス

テ
ム
を
如
実
に
体
現
す
る
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
も
ま
た
、

従
来
の
映
画
史
的
文
脈
に
お
け
る
「
ポ
ス
ト
古
典
的
」

な
構
造
的
変
容
を
シ
�
ム
レ
ス
に
反
映
し
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
そ
こ
で
は
、
数
々

の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
映
画
と
同
様
に
、
個
々
の
テ
ク
ス

ト
は
イ
メ
�
ジ
を
そ
の
内
部
で
求
心
的
・
線
状
的
に

統
合
す
る
自
己
完
結
的
な
「
物
語
」
の
要
素
を
極
限

ま
で
希
釈
し
尽
く
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
ど

こ
ま
で
も
映
像
の
エ
フ
�
メ
ラ
ル
な
断
片
化
・
脱
中

心
化
の
様
態
を
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
監
視
キ
�

★
6　

蓮
實
は
、
近
年
の
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
、「
い
ま
な
お
そ
の
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ト
の
映
画

﹇
註
：
物
語
中
心
の
映
画
﹈
だ
け
で
い
い
の
か
、

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
今
我
々
の
抱
え
込

ん
で
い
る
最
も
重
要
な
問
題
は
、
ま
さ
に
そ
こ
に

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
つ
ま
り
先
程
の
言
葉
を
使

え
ば
、『
山
中
貞
雄
の
覇
権
』﹇
註
：
物
語
中
心
映

画
の
覇
権
﹈
が
、
今
尚
、
我
々
の
周
り
に
成
立
し

て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
成
立
し
て
い
な
い
」
と

も
述
べ
て
い
る
。「
21
世
紀
の
映
画
批
評
」、『
週

刊
読
書
人
』、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
日
、
一
面
、

﹇　

﹈
内
引
用
者
。

★
7　

東
浩
紀
『
動
物
化
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン 

オ
タ
ク
か
ら
見
た
日
本
社
会
』
講
談
社
現
代
新

書
、
二
〇
〇
一
年
、
一
四
四
頁
以
下
を
参
照
。
ま

た
、
同
「
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
ッ
ト
で
思
弁
す
る
」、

『
文
学
環
境
論
集　

東
浩
紀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
L
』

講
談
社
B
O
X
、
二
〇
〇
七
年
、
一
六
四
〜
一

八
〇
頁
も
参
照
。
な
お
、『
動
物
化
』
の
『
ユ
リ

イ
カ
』
掲
載
（
初
出
）
時
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
過

視
的
な
も
の
た
ち
」
で
あ
っ
た
。

★
8　
「
一
九
世
紀
ま
で
の
記
号
が
イ
メ
ー
ジ
と

シ
ン
ボ
ル
の
対
立
で
成
立
し
て
い
た
と
し
た
ら
、

い
ま
の
記
号
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
デ
ー
タ

の
対
立
で
新
し
く
編
成
し
な
お
さ
れ
て
い
る
、
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。﹇
中
略
﹈
蓮
實
重
彥
は

『
物
語
の
優
位
か
ら
イ
メ
ー
ジ
の
優
位
へ
』
を
嘆

い
た
わ
け
だ
け
ど
、
あ
れ
は
確
か
に
慧
眼
だ
っ
た

と
思
う
ん
だ
よ
ね
」、
東
浩
紀
・
阿
部
和
重
「
過

視
的
な
も
の
の
世
界
」、
東
浩
紀
『
不
過
視
な
も

の
の
世
界
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
一

二
頁
、﹇　

﹈
内
引
用
者
。

http://amzn.to/eHl3Ry
http://www.dokushojin.co.jp/
http://www.dokushojin.co.jp/
http://amzn.to/eHl3Ry
http://amzn.to/gGaV52
http://amzn.to/ikAZCv
http://amzn.to/gGaV52
http://www.bungaku.net/wasebun/read/pdf/watanabe_daisuke02.pdf
http://www.bungaku.net/wasebun/read/pdf/watanabe_daisuke01.pdf
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メ
ラ
や
携
帯
動
画
に
よ
�
て
い
た
る
と
こ
ろ
で
日
々

生
み
出
さ
れ
る
膨
大
な
フ
�
テ
�
ジ
が
ア
�
キ
テ
ク

チ
�
を
介
し
て
、
こ
れ
ま
た
無
限
に
遍
在
化
・
拡
散

化
を
遂
げ
て
い
く
よ
う
に
、
映
像
圏
的
リ
ア
リ
テ
�

と
は
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
映
画
に
も
似
た
見
世
物
的
イ
メ

�
ジ
の
飽
和
状
態
（
例
外
状
態
）
を
も
た
ら
す
こ
と

に
も
な
る
は
ず
だ
（
そ
の
意
味
で
、
第
一
回
で
も
言
及

し
た
『
ク
ロ
�
バ
�
フ
�
�
ル
ド
／H

A
K

A
ISH

A

』
は

き
わ
め
て
興
味
深
い
作
品
だ
�
た
）。
そ
し
て
、
そ
の
一

方
、
映
像
圏
的
テ
ク
ス
ト
の
存
在
論
的
・
美
学
的
根

拠
は
、「
物
語
」
で
は
な
く
、
本
来
の
テ
ク
ス
ト
（
映

像
）
の
「
外
部
」
に
膨
大
に
行
き
交
う
反
復
的
・
再

帰
的
な
「
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
」
の
効
果
で
あ
る

点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
擬
似
ド
キ
�

メ
ン
タ
リ
�
映
画
に
典
型
的
な
よ
う
に
、
映
像
圏
的

テ
ク
ス
ト
も
ポ
ス
ト
古
典
的
映
画
も
、
ひ
と
し
な
み

に
コ
ン
テ
ン
ツ
（
作
品
）
と
一
体
と
な
�
て

0

0

0

0

0

0

寄
り
添
う

「
外
部
」
の
日
常
性
・
現
前
性
の
体
験
（
リ
ア
リ
テ

�
）
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
�
て
、
そ

れ
ゆ
え
に
、
例
え
ば
、
ス
ピ
ル
バ
�
グ
の
『
ジ
�

ラ
シ
�
ク
・
パ
�
ク
』Jurassic Park

（
九
三
年
）
と
、

ユ
ニ
バ
�
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
�
パ
ン
の
関
連
エ

リ
ア
と
を
並
列
的
に
消
費
さ
せ
よ
う
と
試
み
る
、
現

代
映
画
の
「
イ
ベ
ン
ト
化
」（
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
＝
遊

園
地
化
）
の
動
き
と
こ
れ
ら
が
密
接
に
連
動
す
る
点

に
も
何
ら
故
な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

ゴ
ダ
ー
ル
と
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
の
映
像
圏

そ
の
意
味
で
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
相
次
い

で
劇
場
公
開
さ
れ
た
二
人
の
巨
匠
に
よ
る
新
作―

ジ
�
ン
＝
リ
�
�
ク
・
ゴ
ダ
�
ル
監
督
の
『
ゴ
ダ
�

ル
・
ソ
シ
ア
リ
ス
ム
』Film

 socialism
e

（
一
〇
年
）
と
、

ク
リ
ン
ト
・
イ
�
ス
ト
ウ
�
ド
監
督
の
『
ヒ
ア 

ア
フ

タ
�
』H

ereafter

（
一
〇
年
）
の
示
す
映
像
は
い
か
に

も
兆
候
的
だ
�
た
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
よ

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
年
（
一
九
三
〇
年
）
生
ま
れ

で
、
そ
れ
ぞ
れ
現
存
す
る
ヨ
�
ロ
�
パ
と
ア
メ
リ
カ

最
高
の
シ
ネ
ア
ス
ト
と
も
呼
べ
る
ゴ
ダ
�
ル
と
イ
�

ス
ト
ウ
�
ド
は
、
ま
さ
に
撮
影
所
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊

と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
映
画
の
台
頭
の
渦
中
に
重
要
な
キ

�
リ
ア
を
ス
タ
�
ト
さ
せ
た
指
標
的
存
在
と
し
て
長

ら
く
看
做
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
彼
ら
の
撮
�

た
最
新
長
編
が
少
な
か
ら
ぬ
観
客
を
驚
か
せ
た
の
は
、

そ
の
作
中
に
お
い
て
彼
ら
が
、
か
た
やY

ouTube

上
に
ア
�
プ
さ
れ
て
い
た
猫
の
フ
�
テ
�
ジ
★
9
を

無
造
作
に
流
用
す
る
M
A
D
さ
な
が
ら
の
サ
ン
プ
リ

ン
グ
を
試
み
（
ゴ
ダ
�
ル
）、
か
た
や
複
数
の
国
の
シ

★
9　

T
he tw

o talking cats 

http://youtu.be/z3U
0udL

H
974

『
ゴ
ダ
ー
ル
・
ソ
シ
ア
リ
ス
ム
』
ト
レ
イ
ラ
ー

h
ttp

://w
w

w
.b

o
w

ja
p

a
n

.c
o

m
/

socialism
e/trailer/

『
ヒ
ア 

ア
フ
タ
ー
』
ト
レ
イ
ラ
ー

http://youtu.be/0X
vJw

T
Y

nK
w

w

The two talking cats
（YouTubeで見る）

http://youtu.be/z3U0udLH974
http://youtu.be/Bim7RtKXv90
http://youtu.be/0XvJwTYnKww
http://youtu.be/z3U0udLH974
http://www.bowjapan.com/socialisme/trailer/
http://youtu.be/34z7ojRJsZE
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�
ク
エ
ン
ス
を
フ
ラ
�
ト
で
均
一
な
郊
外
空
間
の
よ

う
に
撮
り
上
げ
る
な
ど
（
イ
�
ス
ト
ウ
�
ド
）、
い
か

に
も
映
像
圏
の
シ
ス
テ
ム
や
リ
ア
リ
テ
�
を
結
晶
化

さ
せ
た
よ
う
な
イ
メ
�
ジ
を
強
調
し
て
い
た
か
ら
だ
。

八
〇
歳
を
越
え
る
神
話
的
な
巨
匠
が
居
並
ぶ
年
少
作

家
を
差
し
置
い
て
、
ネ
�
ト
ワ
�
ク
化
や
グ
ロ
�
バ

ル
化
に
即
応
し
た
イ
メ
�
ジ
を
先
鋭
的
に
押
し
出
し

て
い
る
こ
と
。
こ
こ
に
こ
そ
、
私
た
ち
は
映
像
圏
化

す
る
世
界
映
画
の
ポ
ジ
テ
�
ヴ
な
未
来
を
見
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
★
10
。＊

映
像
圏
＝
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
映
画
」
か
ら

「
初
期
映
画early cinem

a

」
へ

現
代
の
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
の
技
術
や
表
象
上
の
特

性
、
受
容
や
環
境
の
構
造
は
、
い
わ
ゆ
る
C
H
S
に

代
表
さ
れ
る
「
大
文
字
の
理
論
」
が
前
提
と
し
て
い

た
よ
う
な
諸
々
の
概
念
や
条
件
が
失
効
し
て
い
る
と

い
う
意
味
で
、
見
世
物
的
要
素
に
特
化
し
た
と
さ
れ

る
現
代
映
画
の
表
象
空
間
と
構
造
的
に
き
わ
め
て
近

し
い
。
確
認
し
て
お
け
ば
、
映
像
圏
／
ポ
ス
ト
モ
ダ

ン
映
画
で
は
、
一
方
で
、「
古
典
的
」
と
称
さ
れ
る
静

態
的
・
機
能
的
・
閉
鎖
的
な
「
大
き
な
物
語
」
が
軒

並
み
解
体
し
て
お
り
、
他
方
で
は
、
身
体
性
が
剝
奪

さ
れ
型
に
嵌
め
ら
れ
、
テ
ク
ス
ト
や
装
置
に
よ
�
て

統
合
さ
れ
る
、
理
念
的
・
均
質
的
な
「
大
文
字
の
観

客the Spectator

」
と
い
う
あ
り
よ
う
が
廃
棄
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
に
映
画

史
／
視
覚
文
化
史
上
の
重
要
な
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス

（
照
応
）
に
た
だ
ち
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
つ
ま
り
、
従
来
の
映
画
産
業
の
資
本
や
消
費
の

形
態
と
は
一
部
で
大
き
く
異
な
�
た
、
こ
の
新
た
な

視
聴
覚
的
表
象
（
イ
メ
�
ジ
情
報
）
や
技
術
的
・
制

度
的
環
境
の
総
体
は―

す
で
に
、
比
較
的
多
く
の

論
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に―

、
あ
る
意
味
で
、

い
わ
ゆ
る
「
初
期
映
画early cinem

a, ciném
a des 

prem
iers tem

ps
」
と
の
類
似
的
な
相
同
性
を
示
し

て
い
る
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
私
た
ち

は
こ
こ
か
ら
こ
れ
ま
で
と
は
一
風
異
な
�
た
新
た
な

映
画
史
・
映
画
批
評
を
構
想
す
る
足
掛
か
り
を
え
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

こ
こ
か
ら
は
、
あ
ま
り
従
来
の
映
画
批
評
で
は
触
れ

ら
れ
な
い
映
画
史
の
事
例
も
適
宜
紹
介
し
な
が
ら
論

じ
て
い
こ
う
。

★
10　

詳
述
は
控
え
る
が
、
筆
者
が
最
近
観
た

中
で
は
、
七
〇
歳
の
ア
ッ
バ
ス
・
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ

が
初
め
て
海
外
資
本
で
撮
っ
た
新
作
『
ト
ス
カ
ー

ナ
の
贋
作
』C

opie conform
e

（
一
〇
年
）
も

き
わ
め
て
映
像
圏
的
な
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
興
味
深

か
っ
た
。
本
作
は
小
津
的
な
シ
ョ
ッ
ト
に
満
ち
た

美
し
い
佳
作
だ
が
、
そ
の
題
名
が
示
す
通
り
、
現

代
に
お
け
る
世
界
＝
映
画
の
真
実
／
虚
偽
の
不
確

定
性
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
（
本
作
で
頻
出
す
る

「
鏡
」
は
ス
ク
リ
ー
ン
の
隠
喩
）。
こ
れ
は
、
確
認

す
る
ま
で
も
な
く
、
擬
似
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に

通
じ
る
い
か
に
も
映
像
圏
的
な
主
題
で
あ
る
と
と

も
に
、
優
れ
て
ド
ゥ
ル
ー
ズ
的
主
題
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
れ
が
人
物
の
「
愛
」
の
不
確
定
性

（
不
信
）
と
二
重
写
し
に
な
っ
て
物
語
ら
れ
る
点

は
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
作
品
の
主
題
を

も
忠
実
に
反
復
し
て
い
る
。

トスカーナの贋作
（公式サイトで見る）

http://www.toscana-gansaku.com/
http://www.toscana-gansaku.com/
http://www.toscana-gansaku.com/
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バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
イ
ン
・
シ
ネ
マ

―
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
時
代
の
初
期
映
画
へ
の
遡
行

今
日
の
映
画
史
研
究
（
映
画
学
）
の
定
義
で
は
、

「
初
期
映
画
」
と
は
、
一
八
九
四
、
九
五
年
か
ら
一
九

〇
六
、
七
年
ま
で
の
映
画
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
時
期
は
、
ト
�
マ
ス
・
エ
デ
�
ソ
ン
の
キ
ネ
ト
ス

コ
�
プ
や
リ
�
ミ
エ
�
ル
兄
弟
の
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ
フ

な
ど
、
現
在
の
映
画
に
直
接
繫
が
る
撮
影
・
鑑
賞
可

能
な
光
学
装
置
が
発
明
さ
れ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に

紹
介
し
て
き
た
「
物
語
映
画
」
が
登
場
す
る
ま
で
に

あ
た
る
。
こ
の
時
期
に
膨
大
に
製
作
さ
れ
た
初
期
映

画
の
テ
ク
ス
ト
と
そ
の
表
象
空
間
は
、
映
画
史
研
究

や
映
画
批
評
に
お
い
て
は
長
い
あ
い
だ
、
不
当
に
閑

却
さ
れ
続
け
て
き
た
。
そ
れ
は
一
方
で
、
マ
ル
ク
ス

主
義
な
ど
の
目
的
論
的
史
観
の
立
場
か
ら
オ
�
ソ
ド

�
ク
ス
な
古
典
的
映
画
（
芸
術
映
画
）
未
満
の
未
熟

（
原
始
的
）
な
オ
ブ
ジ
�
ク
ト
に
す
ぎ
な
い
と
看
做
さ

れ
、
ま
た
、
個
々
の
映
画
フ
�
ル
ム
を
唯
一
普
遍
の

モ
�
ド
で
受
容
す
る
超
越
的
・
近
代
的
な
「
ま
な
ざ

し
の
主
体
」
と
し
て
の
観
客
を
仮
定
す
る
フ
ラ
ン
ス

系
の
映
画
理
論
に
よ
�
て
厳
密
な
研
究
対
象
か
ら
一

貫
し
て
排
除
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年

代
の
末
を
境
に
、
そ
う
し
た
「
大
文
字
の
理
論
・
歴

史
」
を
設
定
す
る
研
究
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
近
代
的
硬
直

性
が
再
審
に
付
さ
れ
、
む
し
ろ
観
客
＝
受
容
主
体
の

多
様
性
（「
観
客
性spectatorship

」
の
問
題
）
や
テ

ク
ス
ト
解
釈
の
力
動
性
を
重
視
し
、
初
期
映
画
に
既

存
の
物
語
映
画
と
は
異
な
る
独
自
の
表
象
シ
ス
テ
ム

を
積
極
的
に
見
出
そ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て

い
�
た
わ
け
で
あ
る
★
11
。

何
に
せ
よ
、
注
意
を
払
�
て
お
き
た
い
の
は
、
こ

う
し
た
七
〇
〜
八
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
初
期
映
画

研
究
の
国
際
的
な
注
目
の
高
ま
り
は
、
他
方
で
、
ま

さ
に
同
時
期
に
台
頭
し
て
き
た
新
し
い
映
画
フ
�
ル

ム
や
そ
の
受
容
環
境
の
ネ
�
ト
ワ
�
ク―

ル
�
カ

ス
や
ス
ピ
ル
バ
�
グ
な
ど
「
ニ
�
�
・
ハ
リ
ウ
�
ド

派
」
の
ブ
ロ
�
ク
バ
ス
タ
�
映
画
や
、
テ
レ
ビ
映
画
、

ビ
デ
オ
、
衛
生
放
送
と
い
�
た
鑑
賞
ス
タ
イ
ル―

と
図
ら
ず
も
共
振
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
、
こ
の
両
者
は
、
時
代
的
な
同
期
以
上
に
、
そ

の
形
式
的
な
側
面
で
互
い
に
照
応
し
合
う
関
係
性

を
担
�
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
初
期
映
画

と
マ
ス
カ
ル
チ
�
�
の
研
究
で
大
き
な
業
績
を
残
し
、

去
る
二
月
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
急
逝
し
た
ド
イ
ツ
生
ま

れ
の
ア
メ
リ
カ
の
映
画
研
究
者
ミ
リ
ア
ム
・
ハ
ン
セ

ン
は
、
九
三
年
の
先
駆
的
論
考
に
お
い
て
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
た
。「
古
典
的
な
映
画
の
消
費
形
態

が
世
界
的
な
規
模
に
お
い
て
解
体
し
つ
つ
あ
る
よ
う

に
映
る
た
め
に
、
現
在
の
状
況
は
あ
る
種
〈
ど
こ
か

で
み
た
よ
う
なdeja-vu

〉
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

つ
ま
り
メ
デ
�
ア
文
化
の
今
日
的
形
態
は
、
様
々
な

★
11　

初
期
映
画
研
究
ル
ネ
サ
ン
ス
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
現
在
、
開
催
地
の
名
前
を
採
っ

て
「
ブ
ラ
イ
ト
ン
会
議
」
ま
た
は
「
ブ
ラ
イ
ト
ン

計
画
」
と
い
う
通
称
で
呼
ば
れ
る
、
一
九
七
八
年

に
イ
ギ
リ
ス
で
開
か
れ
た
初
期
映
画
を
め
ぐ
る
大

規
模
な
国
際
コ
ロ
ッ
ク
で
の
報
告
成
果
が
大
き

い
。
ま
た
、
並
行
し
て
八
一
年
に
は
、
イ
タ
リ
ア

で
無
声
映
画
中
心
の
〈
ポ
ル
デ
ノ
ー
ネ
無
声
映
画

祭
〉
が
ス
タ
ー
ト
し
、
二
九
回
目
の
昨
年
は
無
声

映
画
伴
奏
家
の
柳
下
美
恵
の
ピ
ア
ノ
実
演
が
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
絶
賛
さ
れ
る
な

ど
、
世
界
各
地
で
貴
重
な
初
期
映
画
を
鑑
賞
で
き

る
機
会
も
飛
躍
的
に
増
え
た
。http://w

w
w

.

cinetecadelfriuli.org/gcm
/

http://www.cinetecadelfriuli.org/gcm/
http://www.cinetecadelfriuli.org/gcm/
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点
で
初
期
映
画
と
の
相
同
性
を
感
じ
さ
せ
る
の
だ
」

★
12
。

初
期
映
画
の
表
象
空
間―

「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

映
画cinem

a of attractions

」

で
は
、
現
代
映
画
（
や
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
）
の
表
象

空
間
や
そ
の
受
容
環
境
に
類
比
さ
れ
る
、
エ
デ
�
ソ

ン
や
リ
�
ミ
エ
�
ル
、
ジ
�
�
ジ
・
ア
ル
バ
�
ト
・

ス
ミ
ス
、
ジ
�
ル
ジ
�
・
メ
リ
エ
ス
ら
の
フ
�
ル
ム

に
典
型
的
な
初
期
映
画
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
�
た
の
か
。
例
え
ば
、
そ
こ
で
は
、
ま
ず
第

一
に
、
観
客
の
注
意
を
直
接
的
に
引
き
つ
け
、
視
覚

的
好
奇
心
を
刺
激
し
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
に
よ
る
興
奮

や
快
楽
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
「
イ
メ
�

ジ
を
見
せ
る
こ
と
」
そ
れ
じ
た
い
が
ド
ミ
ナ
ン
ト
な

ジ
�
ス
チ
�
�
と
し
て
喚
起
さ
れ
て
い
た
。
よ
�
て
、

主
に
一
九
〇
六
、
七
年
以
前
の
初
期
映
画
が
採
用
し

て
い
た
美
学
は
い
わ
ゆ
る
「
驚
き
の
美
学aesthetic 

of astonishm
ent

」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
超
自
然
的
、
科
学
的
、
情
動
的
、
あ
る
い

は
シ
�
�
ク
や
セ
ン
セ
�
シ
�
ン
を
喚
起
す
る
光
景

の
提
示
、
す
な
わ
ち
、
生
理
学
的
な
身
体
作
用
に
求

め
ら
れ
た
。―

こ
れ
は
、
先
ほ
ど
も
言
及
し
た
初

期
映
画
研
究
の
泰
斗
ガ
ニ
ン
グ
が
、
共
同
研
究
者
ア

ン
ド
レ
・
ゴ
�
ド
ロ
�
と
と
も
に
ブ
ラ
イ
ト
ン
会
議

の
報
告
で
定
式
化
し
た
、「
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
の
映
画

cinem
a of attractions

」
と
彼
ら
が
呼
ぶ
有
名
な

初
期
映
画
の
主
題
的
特
徴
の
要
約
で
あ
る
★
13
。

一
八
九
五
年
、
リ
�
ミ
エ
�
ル
の
シ
ネ
マ
ト
グ
ラ

フ
（『
ラ
・
シ
オ
タ
駅
へ
の
列
車
の
到
着
』L’Arrivée d’un 

train à la C
iotat

★
14
）
を
最
初
に
劇
場
で
観
た
観
客

が
驚
い
て
席
を
立
�
て
逃
げ
出
し
た
と
い
う
、
誰
も

が
知
る
神
話
化
さ
れ
た
挿
話
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、

こ
う
し
た
恐
怖
感
、
性
的
煽
情
、
興
奮
と
い
�
た
あ

る
種
の
視
覚
的
快
楽
（
見
世
物
性
）
の
喚
起
こ
そ
が
、

何
よ
り
も
初
期
映
画
の
主
要
な
コ
ン
ポ
�
ネ
ン
ト
で

あ
�
た
。
紳
士
と
婦
人
の
官
能
的
な
キ
ス
シ
�
ン
で

あ
れ
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
試
合
で
あ
れ
、
少
女
た
ち
の

枕
投
げ
で
あ
れ
★
15
、
初
期
映
画
が
私
た
ち
に
示
す

数
々
の
イ
メ
�
ジ
の
様
式
は
、
ひ
と
し
な
み
に
、
こ

う
し
た
身
も
蓋
も
な
い
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
に
満
ち
み

★
12　

ミ
リ
ア
ム
・
ハ
ン
セ
ン
「
初
期
映
画
／
後

期
映
画　
公
共
圏
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
」（
瓜
生
吉
則
・
北
田
暁
大
訳
）、
吉
見
俊
哉
編

『
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
せ
り
か
書
房
、

二
〇
〇
一
年
、
二
八
二
頁
、
強
調
原
文
。
ま
た
、

モ
バ
イ
ル
・
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
映
像
圏
的
テ
ク
ス

ト
の
新
た
な
表
象
性
を
初
期
映
画
的
文
脈
と
巧
み

に
接
続
さ
せ
つ
つ
、
古
典
的
映
画
と
は
異
な
る
映

像
の
社
会
的
な
受
容
機
制
（
公
共
圏
）
の
問
題
を

追
求
し
た
研
究
事
例
と
し
て
、
中
路
武
士
「
映
画

の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ　
モ
バ
イ
ル
・
フ
ィ
ル
ム
論

序
説
」、『
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
紀
要　
情

報
学
研
究
』
第
七
七
号
、
東
京
大
学
大
学
院
情
報

学
環
・
学
際
情
報
学
府
、
二
〇
〇
九
年
、
一
二
七

〜
一
四
五
頁
も
興
味
深
い
。

★
13　

ト
ム
・
ガ
ニ
ン
グ
「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

映
画　
初
期
映
画
と
そ
の
観
客
、
そ
し
て
ア
ヴ
ァ

ン
ギ
ャ
ル
ド
」（
中
村
秀
之
訳
）、
長
谷
正
人
・
中

村
秀
之
編
訳
『
ア
ン
チ
・
ス
ペ
ク
タ
ク
ル　
沸
騰

す
る
映
像
文
化
の
考
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー

古
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
三
年
、
三
〇
三
〜
三
一
五
頁
、
及
び
同

「
驚
き
の
美
学　

初
期
映
画
と
軽
々
し
く
信
じ
込

む
（
こ
と
の
な
い
）
観
客
」（
濱
口
幸
一
訳
）、
岩

本
憲
児
他
編
『「
新
」
映
画
理
論
集
成　

①
歴
史

／
人
種
／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、

一
九
九
八
年
、
一
〇
二
〜
一
一
五
頁
。

★
14　

http://youtu.be/2cU
E

A
N

K
v964

★14  L'Arrivée d'un train 
à La Ciotat (1895) 
（YouTubeで見る）

http://amzn.to/emnmjn
http://www.iii.u-tokyo.ac.jp/pdf/bl/77/77_09.pdf
http://www.iii.u-tokyo.ac.jp/pdf/bl/77/77_09.pdf
http://www.iii.u-tokyo.ac.jp/pdf/bl/77/77_09.pdf
http://www.iii.u-tokyo.ac.jp/journal.php?catid=24&pageID=1
http://www.iii.u-tokyo.ac.jp/journal.php?catid=24&pageID=1
http://amzn.to/hJecbe
http://amzn.to/hJecbe
http://amzn.to/hHtm5n
http://youtu.be/2cUEANKv964
http://amzn.to/hHtm5n
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ち
て
い
る
。

と
は
い
え
、
初
期
映
画
全
盛
の
一
九
〇
五
年
、
ド

イ
ツ
の
社
会
哲
学
者
ゲ
オ
ル
ク
・
ジ
ン
メ
ル
が
す

で
に
鋭
く
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
西

欧
に
お
け
る
「
モ
デ
ル
ニ
テ
」
の
モ
�
ド
じ
た
い

が
、
一
九
世
紀
的
な
市
民
社
会
と
は
異
な
る
、「
神

経
刺
激
の
高
揚
」
を
い
た
る
と
こ
ろ
で
惹
起
し
て

い
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
★
16
。
事
実
、
ガ
ニ
ン
グ

や
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
学
者
ヴ
�
ネ
�
サ
・
シ
�
ワ

ル
ツ
、
映
画
研
究
者
の
ベ
ン
・
シ
ン
ガ
�
な
ど
が
近

年
、
精
力
的
に
論
じ
て
い
る
が
、
心
霊
写
真
、
パ
リ

の
死モ

ル

グ

体
公
示
所
や
パ
ノ
ラ
マ
館
、
そ
し
て
、
グ
ラ
フ

雑
誌
や
新
聞
の
三
面
記
事
な
ど
に
掲
載
さ
れ
る
交
通

事
故
死
や
転
落
死
な
ど
（
近
代
的
「
死
」
の
形
態
）
の

シ
�
�
キ
ン
グ
な
イ
ラ
ス
ト
レ
�
シ
�
ン
…
…
な
ど
、

映
画
登
場
以
前
の
一
九
世
紀
前
半
頃
か
ら
近
代
社
会

の
大
衆
に
よ
�
て
熱
狂
的
な
人
気
を
集
め
て
い
た
視

覚
的
ア
イ
テ
ム
や
ス
ポ
�
ト
の
数
々
は
、
現
在
の
ホ

ラ
�
や
ス
プ
ラ
�
タ
�
映
画
ば
り
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

感
覚
に
溢
れ
て
い
た
の
で
あ
る
★
17
。

受
容
環
境
（
映
画
館
）
そ
の
も
の
の
持
つ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
／
ラ
イ
ヴ
性―

大
正
期
の
子
供
観
客

ま
た
、
こ
う
し
た
初
期
映
画
の
持
つ
ア
ト
ラ
ク
シ

�
ン
性
（
見
世
物
性
）
と
は
、
何
も
個
々
の
フ
�
ル
ム

が
映
し
出
す
視
覚
的
表
象
の
特
性
ば
か
り
で
は
な
い
。

よ
り
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
フ
�
ル
ム
を
上
映
す

る
興
行
空
間―

す
な
わ
ち
、
映
画
の
受
容
環
境
そ

れ
じ
た
い
も
、
き
わ
め
て
コ
ン
テ
ク
ス
チ
�
ア
ル
な

多
義
性
を
孕
ん
だ
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
性
や
パ
フ
�

�
マ
ン
ス
性
に
浸
潤
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

初
期
映
画
に
お
い
て
は
、
民
間
伝
承
や
民
謡
、
演

劇
、
文
学
、
漫
画
と
い
�
た
メ
デ
�
ア
的
か
つ
文
化

★
15　

そ
れ
ぞ
れ
『T

he K
iss

』『G
lenroy 

B
rothers (C

om
ic B

oxing)

』『Sem
inary 

G
irls

』と
い
う
エ
デ
ィ
ソ
ン
社
の
キ
ネ
ト
ス
コ
ー

プ
で
撮
影
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
。http://youtu.

be/m
IkL

ok-B
Y

Ik

★
16　
「
急
速
に
押
し
寄
せ
て
く
る
変
化
す
る
イ

メ
ー
ジ
、
一
瞥
で
把
握
で
き
る
シ
ャ
ー
プ
な
断
続

性
、
猛
烈
な
勢
い
で
飛
び
込
ん
で
く
る
予
想
外
の

印
象
。
こ
れ
ら
は
大
都
市
が
つ
く
り
出
す
心
理
学

的
条
件
で
あ
る
」、
ゲ
オ
ル
ク
・
ジ
ン
メ
ル
「
大

都
市
と
精
神
生
活
」（
居
安
正
訳
）、『
橋
と
扉
』

酒
田
健
一
他
訳
、
白
水
社
、
一
九
九
八
年
、
二
七

〇
頁
。
こ
う
し
た
映
画
に
も
通
じ
る
「
神
経
刺
激

の
高
揚
」
を
一
九
世
紀
の
近
代
社
会
で
最
も
典
型

的
に
体
現
し
て
い
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
、
初
期
映

画
の
多
く
の
主
題
に
も
な
っ
て
き
た
「
鉄
道
（
旅

行
）」
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
に
は
、「
鉄
道
脊
椎

症
」
と
い
う
P
T
S
D
の
一
種
が
流
行
し
た
よ

う
に
、
鉄
道
旅
行
と
ヒ
ス
テ
リ
ー
は
、
当
時
、
類

比
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。
大
澤
真
幸
『〈
自
由
〉

の
条
件
』
講
談
社
、
二
〇
〇
八
年
、
三
〇
四
頁
以

下
。
ま
た
、
日
本
で
も
映
画
が
輸
入
さ
れ
る
直
前

の
明
治
二
〇
年
代
に
は
「
神
経
」
と
い
う
言
葉
が

大
流
行
し
て
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

★
17　

ト
ム
・
ガ
ニ
ン
グ
「
幽
霊
の
イ
メ
ー
ジ

と
近
代
的
顕
現
現
象　

心
霊
写
真
、
マ
ジ
ッ
ク

劇
場
、
ト
リ
ッ
ク
映
画
、
そ
し
て
写
真
に
お
け

る
無
気
味
な
も
の
」（
望
月
由
紀
訳
）、
前
掲
『
ア

ン
チ
・
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
』、
一
八
一
〜
二
一
八
頁
、

ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
「
世
紀
末
パ
リ
に
お

け
る
大
衆
の
リ
ア
リ
テ
ィ
嗜
好　
モ
ル
グ
、
蠟
人

形
館
、
パ
ノ
ラ
マ
」（
菊
池
哲
彦
訳
）、
同
前
、
二

二
三
〜
二
五
七
頁
、
ベ
ン
・
シ
ン
ガ
ー
「
モ
ダ
ニ

テ
ィ
、
ハ
イ
パ
ー
刺
激
、
そ
し
て
大
衆
的
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
誕
生
」（
長
谷
正
人
訳
）、

同
前
、
二
六
三
〜
二
九
八
頁
。
ま
た
、
こ
こ
に
は

一
九
一
〇
年
代
の
未
来
派
の
美
術
な
ど
も
含
ま
れ

る
だ
ろ
う
。「
交
通
事
故
（
死
）」
も
、
初
期
映
画

で
よ
く
採
り
上
げ
ら
れ
た
題
材
の
ひ
と
つ
（
例
え

ば
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
が
一
九
〇
五

年
に
撮
っ
た
『A

n Interesting Story

』
な

ど
）。

★15  The Kiss, Glenroy Brothers 
(Comic Boxing), Seminary  Girls 
（YouTubeで見る）

http://youtu.be/mIkLok-BYIk
http://amzn.to/eEK76h
http://amzn.to/gBAp61
http://amzn.to/gBAp61
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的
な
間
テ
ク
ス
ト
性
の
前
景
化
が
強
く
、観
客
と
映
画

「
作
品
」
と
の
相
互
作
用
が
循
環
的
に
展
開
さ
れ
て

い
た
。
そ
こ
に
は
単
な
る
フ
�
ル
ム
製
作
の
手
段
で

は
制
度
化
で
き
な
い
受
容
の
多
様
性
が
あ
り
、
映
画

作
品
の
意
味
は
完
成
・
完
結
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
（
フ

�
ル
ム
）
で
は
な
く
、
個
別
的
な
興
行
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
や
パ
フ
�
�
マ
ン
ス
の
時
空
間
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
個
々
に
規
定
さ
れ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
ま
た
国
内
外
の
多
く
の
初
期
映
画
研
究
、

サ
イ
レ
ン
ト
映
画
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と

だ
が
、
黎
明
期
の
映
画
館
（
常
設
館
）
は
、
現
在
の

よ
う
に
単
に
フ
�
ル
ム
を
上
映
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

上
映
中
の
活
動
弁
士
（
活
弁
）
の
説
明
や
楽
士
隊
に

よ
る
演
奏
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
幕
間
に
ヴ
�
�
ド
ヴ

�
ル
や
多
種
多
様
な
大
道
芸
人
や
奇
術
師
に
よ
る
ラ

イ
ヴ
・
パ
フ
�
�
マ
ン
ス
な
ど
の
余
興
興
行
が
セ
�

ト
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
日
本
に
お
け
る

最
も
初
期
の
映
画
知
識
人
の
一
人
で
も
あ
る
都
市
社

会
学
者
の
権
田
保
之
助
ら
が
、
一
九
一
七
年
に
都
下
有

数
の
映
画
繁
華
街
で
あ
�
た
浅
草
六
区
内
の
映
画
館

状
況
を
フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク
し
た
際
の
報
告
資
料
に

は
、
当
時
の
映
画
館
の
実
態―

草
創
期
の
映
画
館

の
主
要
な
観
客
層
で
あ
�
た
小
学
生
な
ど
の
児
童
の

様
子―

が
克
明
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

活
動
寫
眞
館
内
に
於
け
る
兒
童
に
し
て
、﹇
中

略
﹈
館
内
に
鬻
げ
る
ラ
ム
ネ
、
麺
麭
、
煎
餅
、
キ

ヤ
ラ
メ
ル
、
蜜
柑
等
各
種
の
飲
食
物
を
飲
み
食
ひ

て
、
熱
心
に
寫
眞
の
面
を
注
視
し
つ
ゝ
あ
り
。
而

し
て
己
が
知
れ
る
俳
優
の
畫
面
に
現
は
れ
來
る

や
、
或
は
「
チ
�
ツ
プ
リ
ン
だ
」
或
は
「
や
�
松

之
助
！
」
な
ど
ゝ
知
友
に
會
せ
る
が
如
き
態
度
に

て
歡
迎
し
、
最
も
興
深
き
喜
劇
の
場
面
に
至
り
て

は
聲
を
上
げ
て
我
を
忘
れ
て
笑
ふ
に
至
る
。
又
彼

等
の
好
む
活
劇
の
場
面
の
或
は
追
跡
の
所
、
格
闘

の
箇
所
の
如
き
に
至
つ
て
は
片
唾
を
呑
み
て
注
視

す
る
を
常
と
す
。

然
れ
ど
も
中
に
は
同
一
寫
眞
を
數
回
も
見
る
兒

童
あ
り
。﹇
中
略
﹈
敢
て
寫
眞
に
深
き
注
意
を
寄
す

る
に
も
非
ず
、
何
か
物
を
食
ひ
な
ど
し
て
、
寧
ろ

極
め
て
冷
靜
に
時
々
寫
眞
の
變
化
を
眺
め
て
は
友

人
な
ど
ゝ
何
事
を
か
物
語
り
、
又
は
寫
眞
に
は
全

然
無
關
係
の
態
度
に
て
友
人
等
を
暗
き
館
内
に
て

戯
れ
遊
ぶ
も
の
あ
り
て
﹇
…
﹈
★
18

こ
の
権
田
に
よ
る
証
言
を
読
ん
で
一
〇
〇
年
後
の

私
た
ち
が
ま
ず
驚
く
の
は
、
今
日
の
常
識
的
な
映
画

館
マ
ナ
�
（「
上
映
中
は
お
静
か
に
！
」）
の
静
寂
ぶ
り

と
は
ま
�
た
く
異
質
な
、
当
時
の
観
客
（
児
童
）
た

ち
の
カ
�
ニ
ヴ
�
ル
的
と
さ
え
い
え
る
振
る
舞
い
の

数
々
で
あ
る
。
観
客
た
ち
は
、
自
分
の
お
気
に
入
り

の
映
画
ス
タ
�
（
チ
�
�
プ
リ
ン
や
尾
上
松
之
助
）
が

出
演
し
て
い
る
映
画
に
は
大
声
で
ス
ク
リ
�
ン
に
語

り
か
け
、
嬌
声
や
拍
手
を
挙
げ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

★
18　

権
田
保
之
助
・
秋
山
暉
二
「
活
動
寫
眞

興
行
の
實
際
的
方
面
」、『
帝
國
敎
育
』
第
四
一

八
号
、
一
九
一
七
年
五
月
、
一
五
頁
。
ア
メ
リ

カ
の
事
例
に
関
し
て
は
、
以
下
の
ミ
リ
ア
ム
・

ハ
ン
セ
ン
の
主
著
が
詳
し
い
。cf. M

iriam
 

B
. H

ansen, B
abel an

d B
abylon

: 

Spectatorship in A
m

erican Silent F
ilm

, 

C
am

bridge, M
assachusetts, L

ondon: 

H
arvard U

niversity Press, 1994.

http://amzn.to/gsjHWL
http://amzn.to/gsjHWL
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こ
と
、
同
時
に
、（
上
映
中
で
さ
え
も
！
）
劇
場
内
を

周
回
す
る
売
り
子
か
ら
飲
食
物
を
買
�
て
そ
れ
を
頰

張
り
な
が
ら
、
そ
の
ス
ク
リ
�
ン
脇
で
熱
心
に
物
語

解
説
を
行
な
�
て
い
る
活
弁
や
、
ス
ク
リ
�
ン
下
の

オ
�
ケ
ス
ト
ラ
ボ
�
ク
ス
で
演
奏
し
て
い
る
楽
士
た

ち
の
パ
フ
�
�
マ
ン
ス
の
ほ
う
も
間
近
で
眺
め
、
解

説
中
の
活
弁
を
か
ら
か
�
た
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

歌
を
歌
�
た
り
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
権
田
の
観
察

を
読
ん
で
驚
く
の
は
、
ど
う
や
ら
観
客
の
中
に
は
映

画
の
物
語
を
観
る
こ
と
に
集
中
せ
ず
、
映
画
館
に
何

時
間
も
居
座
る
者
も
い
た
ら
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。
彼

ら
は
、
む
し
ろ
飲
み
食
い
し
な
が
ら
友
人
た
ち
と
お

喋
り
し
、
館
内
の
暗
が
り
で
戯
れ
る
こ
と
を
楽
し
み

と
し
て
い
た
と
い
う
。

初
期
映
画
世
界
に
お
け
る

「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
例
外
状
態
」

こ
う
し
た
二
〇
世
紀
初
頭
の
情
景
を
眺
め
て
み

る
と
、
ガ
ニ
ン
グ
の
い
う
初
期
映
画
の
「
ア
ト
ラ
ク

シ
�
ン
性
」（
見
世
物
性
）
と
い
う
存
在
論
的
条
件
が

同
時
に
、
映
画
の
制
度
的
条
件
そ
れ
じ
た
い―

つ

ま
り
、
テ
ク
ス
ト
の
表
象
的
特
性
の
み
で
な
く
、
そ

れ
を
受
容
す
る
環
境
そ
れ
じ
た
い
に
も
共
通
す
る
も

の
で
あ
�
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
と
い
う
よ
り
も
、

権
田
の
記
述
す
る
映
画
館
の
子
供
た
ち
を
見
る
限
り
、

そ
う
し
た
初
期
映
画
の
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
性
は
、
も

と
よ
り
コ
ン
ス
タ
テ
�
ヴ
な
レ
ヴ
�
ル
＝
テ
ク
ス
ト

と
、
パ
フ
�
�
マ
テ
�
ヴ
な
レ
ヴ
�
ル
＝
種
々
の
ラ

イ
ヴ
・
パ
フ
�
�
マ
ン
ス
の
デ
コ
ト
ミ
�
（
二
分
法
）

に
截
然
と
区
分
け
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
今
日
の

ポ
�
プ
カ
ル
チ
�
�
で
類
推
す
れ
ば
、
ゲ
�
ム
セ
ン

タ
�
の
ア
�
ケ
�
ド
や
遊
園
地
、
ま
た
はW

ii

で
遊

ぶ
家
庭
の
リ
ビ
ン
グ
の
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
、
映
画

作
品
／
映
画
館
と
い
う
ソ
フ
ト
ウ
�
ア
／
ハ
�
ド
ウ

�
ア
双
方
が
、
観
客
に
と
�
て
、
自
律
的
・
固
定
的

な
テ
ク
ス
ト
（

≒

物
語
）
を
一
方
的
に
知
覚
・
享
受
さ

せ
る
よ
う
な
ス
タ
テ
�
�
ク
な
空
間
（
認
識
論
モ
デ

ル
）
で
は
い
さ
さ
か
も
な
く
、
い
く
つ
も
の
脱
中
心

的
な
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
効
果
が
拡
散
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
中
で
の
観
客
（
受
容
主
体
）
の
き
わ
め
て
多
様

で
能
動
的
な
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
を
も
一
挙
に
許

容
す
る
相
互
流
動
的
で
開
か
れ
た
環
境
が
現
出
し
て

い
た
こ
と
が
如
実
に
窺
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
現
在
の

よ
う
に
、
映
画
館
で
は
静
か
に
映
画
フ
�
ル
ム
を
鑑

賞
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
共
通
認
識
が
ひ
と

び
と
の
あ
い
だ
で
形
成
さ
れ
る
の
は
、
例
え
ば
、
日

本
映
画
で
あ
れ
ば
、
映
画
が
自
律
的
な
「
作
品
」（
＝

芸
術
）
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
芽
生
え
、
ま
た
、
映

像
に
ト
�
キ
�
（
台
詞
）
が
つ
い
て
映
画
の
ス
ト
�

リ
�
が
一
段
と
複
雑
化
し
始
め
る
一
九
三
〇
年
代
前

半
に
入
�
て
か
ら
に
す
ぎ
な
い
★
19
。
い
う
な
れ
ば
、

サ
イ
レ
ン
ト
映
画
と
／
の
上
映
空
間
と
い
う
の
は
、

実
際
に
は
少
し
も
「
静

サ
イ
レ
ン
ト粛

」
な
ど
で
は
な
く
、
む
し

★
19　

板
倉
史
明
「
映
画
館
に
お
け
る
観
客
の
作

法―

歴
史
的
な
受
容
の
た
め
の
序
論
」、
黒
沢

清
他
編
『
日
本
映
画
は
生
き
て
い
る
第
1
巻　
日

本
映
画
は
生
き
て
い
る
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇

年
、
二
三
三
頁
以
下
参
照
。

http://amzn.to/eLCsou
http://amzn.to/eLCsou
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ろ
現
在
よ
り
も
は
る
か
に
喧
騒
と
興
奮
と
猥
雑
さ
に

満
ち
た
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
＝
祝
祭
空
間―

そ
れ
も
、

テ
ク
ス
ト
と
興
行
空
間
が
ア
ト
ラ
ク
テ
�
ヴ
に
混
淆

す
る
「
例
外
状
態
的
」
な
祝
祭
空
間
で
あ
�
た
の
で

あ
る
★
20
。

初
期
映
画
の
「
現
前
性presentation
」
志
向

―

活
弁
の
時
代

何
に
し
て
も
、
フ
�
ル
ム
の
中
の
イ
メ
�
ジ
が
イ

ン
テ
グ
ラ
ル
で
リ
ジ
�
ド
な
「
物
語
」
を
排
除
す
る

ア
ト
ラ
ク
テ
�
ヴ
な
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
弁

士
、
楽
士
、
ヴ
�
�
ド
ヴ
�
リ
ア
ン
、
芸
人
、
売
り

子
…
…
果
て
は
観
客
同
士
ま
で
も
が
、
フ
�
ル
ム

0

0

0

0

と
ほ
と
ん
ど
等
価
な

0

0

0

0

0

0

0

0

映
画
的
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
を
構

成
す
る
要
素
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
初
期
映
画
・

サ
イ
レ
ン
ト
映
画
の
フ
�
ル
ム
／
映
画
館
の
「
例
外

状
態
」
と
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
高
度
に
露
出
症
的
・

展
示
的
な
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
ハ
ン

セ
ン
の
簡
潔
な
表
現
に
よ
れ
ば
、「
表
象
＝
再
現
前

的representational

」
で
あ
る
よ
り
は
む
し
ろ
優

れ
て
「
現
前
的presentational

」
な
イ
ベ
ン
ト
＝

出
来
事
だ
�
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
初
期
映
画
の

持
つ
現
前
性
、
あ
る
い
は
、「
直
接
性im

m
ediacy

」

や
「
親
密
性intim

acy

」、「
真
正
性authenticity

」

と
も
呼
び
う
る
構
造
的
な
フ
�
�
ズ
は
、
以
前
、

『
U
30
』
掲
載
の
拙
論
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
ま
ず

活
弁
の
存
在
に
最
も
端
的
に
示
さ
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

サ
イ
レ
ン
ト
映
画
に
お
い
て
、
物
語
の
あ
ら
す
じ
や

キ
�
ラ
ク
タ
�
の
台
詞
を
独
特
の
声
音
や
パ
フ
�
�

マ
ン
ス
を
駆
使
し
て
観
客
に
説
明
す
る
活
弁
は
、
と

り
わ
け
日
本
に
お
い
て
は
、
初
期
映
画
末
期
の
一
九

一
〇
年
代
初
頭
（
明
治
四
〇
年
代
）
を
ピ
�
ク
に
、
俳

優
以
上
の
ス
タ
�
性
を
持
ち
、
映
画
文
化
の
ヘ
ゲ
モ

ニ
�
を
一
手
に
担
う
存
在
で
あ
�
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
彼
ら
活
弁
は
そ
の
人
気

以
上
に
、
初
期
日
本
映
画
に
と
�
て
は
表
象
・
興
行

空
間
そ
れ
じ
た
い
の
操
作
者
と
し
て
も
振
る
舞
�
て

い
た
。
こ
と
に
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
映
画
革
新
運
動

（
純
映
画
劇
運
動
）
に
よ
�
て
そ
の
存
在
が
急
速
に
統

制
・
抑
圧
さ
れ
る
ま
で
の
活
弁
た
ち
は
、
映
画
作
品

の
本
来
の
筋
か
ら
逸
脱
し
て
、
劇
場
の
観
客
ご
と
の

反
応
に
応
じ
、
ま
�
た
く
異
な
る
物
語
を
仕
立
て
上

げ
た
り
、
あ
る
い
は
自
分
の
口
上
の
リ
ズ
ム
や
速
さ

に
合
わ
せ
て
フ
�
ル
ム
の
映
写
速
度
を
自
由
に
変
え

さ
せ
た
り
も
し
て
い
た
★
21
。

★
20　

加
藤
幹
郎
『
映
画
館
と
観
客
の
文
化
史
』

中
公
新
書
、
二
〇
〇
六
年
、
六
七
〜
八
七
頁
、
及

び
北
田
暁
大
「〈
キ
ノ
・
グ
ラ
ー
ス
〉
の
政
治
学    

日
本
‐
戦
前
映
画
に
お
け
る
身
体
・
知
・
権
力
」、

『〈
意
味
〉
へ
の
抗
い　
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
文

化
政
治
学
』
せ
り
か
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇

五
〜
二
三
七
頁
な
ど
参
照
。

★
21　

例
え
ば
、
在
野
の
日
本
映
画
史
家
・
吉

田
智
恵
男
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
物
語
を
描
い

た
映
画
を
、
ま
っ
た
く
違
う
物
語
に
「
創
造
」
し

て
解
説
し
た
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
吉
田
智

恵
男
『
も
う
一
つ
の
映
画
史　
活
弁
の
時
代
』
時

事
通
信
社
、
一
九
七
八
年
、
五
〇
〜
五
二
、
一

一
一
〜
一
一
二
頁
を
参
照
。
そ
れ
ば
か
り
で
は

な
く
、
映
画
館
の
映
写
技
師
や
興
行
主
た
ち
も

ま
た
、
そ
の
都
度
の
判
断
に
よ
り
、
観
客
が
混

ん
で
く
る
と
映
写
速
度
を
速
く
し
て
映
画
を
客

足
の
回
転
を
よ
く
し
、
時
に
は
フ
ィ
ル
ム
の
一

部
を
勝
手
に
抜
い
て
上
映
す
る
こ
と
も
不
思
議

で
は
な
か
っ
た
。
田
中
純
一
郎
『
日
本
映
画
発

達
史
I　

活
動
写
真
時
代
』
中
公
文
庫
、
一
九

七
五
年
、
二
二
八
頁
。
ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
の

事
例
が
見
ら
れ
た
。R

ichard K
oszarski, 

A
n

 E
ven

in
g’s E

n
tertain

m
en

t: Th
e A

ge of 

Th
e Silen

t Featu
re P

ictu
re 1915-1928, 

C
alifornia: U

niversity of C
alifornia 

Press, 1990, pp.56-61.

http://amzn.to/hNXJE7
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http://amzn.to/eUKwBA
http://amzn.to/hgQKZO
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現
前
的
な
初
期
映
画
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

―
汽
車
活
動
写
真
・
連
鎖
劇
の
「
現
前
」
空
間

ま
た
、
こ
う
し
た
現
前
的
・
事
実
的
な
パ
フ
�

�
マ
テ
�
ヴ
�
テ
�
を
活
弁
以
上
に
興
行
形
態
の
シ

ス
テ
ム
（
建ア
�
キ
テ
ク
チ
ヤ

築
設
計
）
そ
の
も
の

0

0

0

0

と
し
て
、
現
在
の

視
点
か
ら
見
る
と
き
わ
め
て
ラ
デ
�
カ
ル
に
構
造
化

＝
内
在
化
し
た
初
期
映
画
史
の
特
異
な
ジ
�
ン
ル
に
、

日
本
の
文
脈
で
は
お
そ
ら
く
「
汽
車
活
動
写
真
」
と

「
連
鎖
劇
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ

れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
日
本
映
画
が
見
世
物
の
一
ジ
�

ン
ル
か
ら
産
業
的
な
自
律
化
を
遂
げ
、
ト
�
キ
�
に

移
る
ま
で
の
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
ご

く
短
い
期
間
に
現
れ
、
ひ
と
び
と
を
魅
了
し
た
オ
ル

タ
ナ
テ
�
ヴ
な
映
画
の
上
映
形
態
の
一
部
で
あ
る
。

「
汽
車
活
動
写
真
」
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
鉄
道
客

車
を
模
し
た
観
客
席
（
劇
場
）
の
前
方
に
、
実
際
の

汽
車
か
ら
撮
影
し
た
鉄
道
風
景
の
フ
�
ル
ム
（
フ
�

ン
ト
ム
・
ラ
イ
ド
映
画
）
を
上
映
し
、
さ
ら
に
機
械
振

動
に
よ
る
座
席
の
揺
れ
や
汽
車
の
走
行
音
、「
車
掌
」

に
扮
し
た
活
弁
の
ツ
ア
�
解
説
な
ど
の
演
出
も
付

随
し
た
特
殊
な
ラ
イ
ド
型
映
画
館
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

そ
も
そ
も
一
九
〇
〇
年
代
後
半
、
ア
メ
リ
カ
東
海
岸

諸
都
市
の
ア
ミ
�
�
ズ
メ
ン
ト
・
パ
�
ク
に
設
置
さ

れ
大
ブ
�
ム
と
な
�
た
「
ヘ
イ
ル
ズ
・
ツ
ア
�
ズ

H
ale ’s Tours

」
と
い
う
同
種
の
ラ
イ
ド
型
ア
ト
ラ

ク
シ
�
ン
の
日
本
輸
入
版
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
明

治
末
期
（
一
九
一
〇
年
代
初
頭
）
頃
に
、
東
京
・
浅
草

や
日
本
橋
の
娯
楽
場
や
三
越
百
貨
店
、
京
都
・
新
京

極
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
人
気
を
博
し
た
★
22
。

一
方
、「
連
鎖
劇
」
は
、
大
正
期
（
一
九
一
〇
年
代
前

半
か
ら
二
〇
年
代
半
ば
）
を
ピ
�
ク
に
全
国
的
に
流
行

し
た
、
い
わ
ば
映
画
と
演
劇
の
混
淆
ジ
�
ン
ル
で
あ

る
。
通
常
の
舞
台
劇
の
途
中
に
、
屋
外
場
面
や
ス
ペ

ク
タ
ク
ル
場
面
に
な
る
と
、
舞
台
全
面
に
ス
ク
リ
�

ン
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
す
で
に
撮
影
し
て
あ
る
当

該
シ
�
ン
が
映
写
さ
れ
て
、
登
場
す
る
俳
優
や
活
弁

た
ち
が
ス
ク
リ
�
ン
の
後
ろ
か
ら
台
詞
を
話
す
と
い

う
ス
タ
イ
ル
で
、
サ
イ
レ
ン
ト
か
ら
ト
�
キ
�
に
移

行
す
る
時
期
の
過
渡
的
な
ハ
イ
ブ
リ
�
ド
・
ジ
�
ン

ル
で
あ
�
た
★
23
。

汽
車
活
動
写
真
に
せ
よ
連
鎖
劇
に
せ
よ
、
こ
れ

★
22　

汽
車
活
動
写
真
に
つ
い
て
は
、
日
本
映
画

史
研
究
者
・
上
田
学
の
秀
逸
な
論
文
が
き
わ
め
て

詳
し
い
。「
明
治
40
年
代
の
都
市
と
〈
子
供
〉
の

映
画
観
客　
汽
車
活
動
写
真
館
を
手
が
か
り
に
」、

『
映
像
学
』
第
七
八
号
、
日
本
映
像
学
会
、
二
〇

〇
七
年
、
五
〜
二
二
頁
。
ヘ
イ
ル
ズ
・
ツ
ア
ー
ズ

に
つ
い
て
は
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
の
基
礎
的
論
文
と
、
映
画
学
者
・
加
藤
幹

郎
の
著
作
が
詳
し
い
。R

aym
ond Fielding, 

“H
ale’s T

ours: U
ltrarealism

 in T
he 

P
re-1910 M

otion P
icture”, in John 

L
. F

ell, ed., F
ilm

 B
efore G

riffith, 

B
erkeley, L

os A
ngeles, L

ondon: 

U
niversity of C

alifornia Press, 1983, 

pp.116-130.

加
藤
幹
郎
『
映
画
と
は
何
か
』

み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
一
三
二
〜
一
四
六

頁
、
前
掲
『
映
画
館
と
観
客
の
文
化
史
』、
一
七

三
〜
一
八
五
頁
。

★
23　

連
鎖
劇
に
つ
い
て
は
、
草
創
期
の
日
本
映

画
を
代
表
す
る
キ
ャ
メ
ラ
マ
ン
の
一
人
で
、
晩
年

は
初
期
映
画
史
料
の
蒐
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ

た
柴
田
勝
の
記
録
、
及
び
日
本
を
代
表
す
る
映
画

研
究
者
・
岩
本
憲
児
と
、
加
藤
幹
郎
の
文
献
が
基

礎
的
研
究
で
あ
る
。
柴
田
勝
『
実
演
と
映
画　
連

鎖
劇
の
記
録
』（
私
家
版
）、
一
九
八
二
年
。
岩
本

憲
児
「
連
鎖
劇
か
ら
キ
ノ
ド
ラ
マ
へ
」、『
サ
イ
レ

ン
ト
か
ら
ト
ー
キ
ー
へ　
日
本
映
画
形
成
期
の
人

と
文
化
』
森
話
社
、
二
〇
〇
七
年
、
六
一
〜
八
一

頁
、
前
掲
『
映
画
館
と
観
客
の
文
化
史
』、
二
二

二
〜
二
二
四
頁
。
ま
た
、
詩
人
・
童
話
作
家
の
宮

澤
賢
治
も
連
鎖
劇
を
主
題
に
短
い
文
語
詩
を
書
い

て
い
る
。
宮
澤
賢
治
「
軍
事
連
鎖
劇
」、『
宮
沢
賢

治
全
集
4　
文
語
詩
稿
五
十
篇　
文
語
詩
稿
一
百

篇　
文
語
詩
未
定
稿
ほ
か
』
ち
く
ま
文
庫
、
一
九

八
六
年
、
一
一
九
頁
。

http://jasias.jp/journal/image_arts_sciences/back_issues_ias
http://amzn.to/hrTblM
http://amzn.to/gwy7fS
http://amzn.to/f1xrk7
http://amzn.to/f1xrk7
http://amzn.to/f1xrk7
http://amzn.to/fKXWQa
http://amzn.to/fKXWQa
http://amzn.to/fKXWQa
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ら
の
初
期
映
画
期
を
象
徴
す
る
よ
う
な
イ
ン
タ
�
メ

デ
�
ア
的
上
映
シ
ス
テ
ム
（
イ
ベ
ン
ト
）
は
、
現
在
、

筆
者
と
同
世
代
の
若
い
映
画
史
研
究
者
た
ち
に
よ
�

て
盛
ん
に
研
究
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
と

に
か
く
、
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
の
は
、
こ
う
し
た

奇
妙
な
興
行
形
態
の
内
実
が
い
ず
れ
も
、
活
弁
や
余

興
芸
人
た
ち
の
パ
フ
�
�
マ
ン
ス
と
同
様
に
、
映
画

（
フ
�
ル
ム
）
の
受
容
環
境
／
制
度
に
お
い
て
、
テ
ク

ス
ト
（
認
識
の
対
象
）
と
テ
ク
ス
ト
外
（
認
識
の
前

提
）、
デ
�
タ
（
内
容
）
と
メ
デ
�
ア
（
媒
体
）、
表
象

と
現
実―

よ
う
す
る
に
、
先
に
も
述
べ
た
オ
ブ
ジ

�
ク
ト
レ
ヴ
�
ル
（
コ
ン
ス
タ
テ
�
ヴ
）
と
メ
タ
レ
ヴ

�
ル
（
パ
フ
�
�
マ
テ
�
ヴ
）
の
安
定
的
・
確
定
的
デ

コ
ト
ミ
�
を
跡
形
な
く
溶
解
し
、
フ
ラ
�
ト
化
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
汽
車
活
動
写

真
に
お
い
て
、
そ
の
映
画
的
／
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
的

体
験
は
、
観
客
が
「
い
ま
・
こ
こ
」
に
置
か
れ
た
環

境
に
備
給
さ
れ
て
あ
る
い
わ
ば
潜バ

�

チ

ヤ

ル

在
的
＝
事
実
的
な

「
現
前
性
」
と
で
も
い
う
べ
き
リ
ア
リ
テ
�
全
体
に

よ
�
て
形
作
ら
れ
て
お
り
、
か
た
や
連
鎖
劇
に
し
て

も
、
そ
の
（
擬
似
？
）
映
画
的
世
界
に
対
す
る
観
客

の
感
情
移
入
（
リ
ア
リ
テ
�
）
は
、
演
劇
部
分
の
「
現

前
性
」
と
映
画
部
分
の
「
表
象
性
」
の
二
項
対
立
を

絶
え
ず
脱
臼
さ
せ
つ
つ
縫
合
す
る
と
い
う
シ
ニ
カ
ル

な
所
作
に
よ
�
て
成
り
立
�
て
い
る
と
い
え
る
。
つ

ま
り
、
初
期
映
画
の
文
化
形
態
は
、
映
画
的
イ
メ
�

ジ
と
い
う
潜
勢
的
な
空
間
と
、
実
地
的
パ
フ
�
�
マ

ン
ス
と
い
う
現
勢
的
な
空
間
と
を
（
現
ア
ク
チ
ユ
ヴ
イ
ル
チ
ユ
ア
ル

＝
潜
勢
的
に
）

横
断
・
往
還
す
る
こ
と
に
よ
�
て
成
立
し
て
い
た
の

だ
。
そ
の
エ
コ
ノ
ミ
�
の
中
で
、
観
客
は
、
ど
こ
ま

で
も
可
変
的
で
分
散
的
な
映
画
を
ダ
イ
ナ
ミ
�
ク
か

つ
ア
ト
ラ
ク
テ
�
ヴ
に
経
験
し
て
い
た
★
24
。

＊

ポ
ス
ト
古
典
的
映
画
／
映
像
圏
／

初
期
映
画
の
相
同
性

い
ず
れ
に
し
て
も
、
初
期
映
画
と
呼
ば
れ
る
時
期

の
映
画
文
化
の
表
象
空
間
の
特
徴
を
以
上
の
よ
う
に

ざ
�
と
ま
と
め
て
み
る
と
、
六
〇
〜
七
〇
年
代
以
降

の
ポ
ス
ト
古
典
的
映
画―

あ
る
い
は
、
そ
の
構
造

★
24　

本
連
載
の
執
筆
計
画
で
は
詳
し
く
触
れ

る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
初
期
映
画
全
体
の

主
調
で
あ
る
「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
性
」「
現
前
性
」

な
ど
を
前
面
に
押
し
出
し
た
興
行
形
態
が
、
物

語
映
画
移
行
後
の
映
画
史
に
ま
っ
た
く
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
』F

rankenstein

や
『
魔
人
ド
ラ
キ
ュ

ラ
』D

racula

（
い
ず
れ
も
三
一
年
）
な
ど
の
ユ

ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
・
ホ
ラ
ー
映
画
が
イ
ギ
リ
ス
で
公

開
さ
れ
た
際
に
は
、
映
画
館
の
ラ
ウ
ン
ジ
や
ロ

ビ
ー
に
は
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
の
実

験
室
や
ド
ラ
キ
ュ
ラ
城
が
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う

に
再
現
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
と
り
わ
け
古
典

的
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
全
盛
期
に
活
躍
し
た
ア

メ
リ
カ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
監
督
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
キ
ャ
ッ
ス
ル
の
数
々
の
「
ギ
ミ
ッ
ク
・
ム
ー

ヴ
ィ
ー
」
の
試
み
は
注
目
に
値
す
る
。
キ
ャ
ッ
ス

ル
と
ギ
ミ
ッ
ク
・
ム
ー
ヴ
ィ
ー
に
関
し
て
は
、
柳

下
毅
一
郎
『
興
行
師
た
ち
の
映
画
史　
エ
ク
ス
プ

ロ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
全
史
』
青
土
社
、

二
〇
〇
三
年
、
第
八
章
が
詳
し
い
。

★24  Frankenstein 
（YouTubeで見る）

★24  Dracula

（YouTubeで見る）

http://youtu.be/tTNN5h8CG_Y
http://youtu.be/tTNN5h8CG_Y
http://youtu.be/UehobGtSnOk
http://youtu.be/UehobGtSnOk
http://youtu.be/tTNN5h8CG_Y
http://youtu.be/UehobGtSnOk
http://amzn.to/fulcHq
http://amzn.to/fulcHq
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を
よ
り
ラ
デ
�
カ
ル
に
抽
象
化
し
た
と
い
え
る
現
在

の
映
像
圏
的
な
表
象
シ
ス
テ
ム
が
、
そ
れ
と
深
い
部

分
で
共
鳴
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
改
め

て
短
く
確
認
し
て
お
け
ば
、
ポ
ス
ト
古
典
的
な
映
画

と
は
、
線
状
的
な
「
物
語
」
を
経
済
的
（
効
率
的
）

に
紡
ぐ
分
節
作
用
を
失
い
、
脱
中
心
的
で
拡
散
的
な

「
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
」
映
像
の
刺
激
体
験
が
前
景
化
す
る
、

「
物
語
か
ら
イ
メ
�
ジ
の
優
位
へ
」
の
移
行
に
要
約

で
き
る
も
の
で
あ
�
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
映
画
産
業

の
製
作
・
消
費
両
面
に
わ
た
る
「
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
�

ト
化
」
を
促
し
、
と
り
わ
け
ハ
リ
ウ
�
ド
の
ブ
ロ
�

ク
バ
ス
タ
�
大
作
な
ど
は
、
フ
�
ル
ム
も
含
め
た
映

画
の
消
費
空
間
全
体
が
一
種
の
「
イ
ベ
ン
ト
化
」、
さ

ら
に
は
「
テ
�
マ
パ
�
ク
化
」
と
も
結
び
つ
く
こ
と

に
も
な
る
。
こ
う
し
た
ポ
ス
ト
古
典
的
映
画
の
エ
コ

ノ
ミ
�
を
、
映
像
圏
も
ま
た
忠
実
に
な
ぞ
�
て
い
る
。

「
物
語
か
ら
イ
メ
�
ジ
の
優
位
へ
」
と
い
う
公
式
は
、

そ
れ
を
映
像
の
断
片
的
・
再
帰
的
・
遍
在
的
製
作
／

消
費
の
ス
タ
イ
ル
と
い
い
換
え
れ
ば
、
ま
さ
に
擬
似

ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
か
ら
、
ニ
コ
動
M
A
D
に
い
た

る
ま
で
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
あ
り
よ
う
そ
の
も
の
で
あ

る
し
、「
映
画
の
イ
ベ
ン
ト
化
・
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン

化
」
と
い
う
事
態
は
、
個
々
の
コ
ン
テ
ン
ツ
（
作
品
）

と
そ
の
「
外
部
」
の
日
常
的
・
事
実
的
な
体
験
（
リ

ア
リ
テ
�
）
が
発
信
者
／
受
信
者
双
方
の
コ
ミ
�
ニ

ケ
�
シ
�
ン
を
通
じ
て
シ
�
ム
レ
ス
に
繫
が
�
て
い

る
と
い
う
側
面
で
、「
イ
メ
�
ジ
の
例
外
状
態
」
と
し

て
の
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
と
見
事
に
連
動
し
て
い
る
だ

ろ
う
。

 

現
代
の
初
期
映
画

0

0

0

0

0

0

0

、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
・
ゲ
ー
ム
・
A
R
…
…

し
た
が
�
て
、
具
体
的
な
比
較
事
例
を
挙
げ
る
と

す
る
と
、
例
え
ば
、
汽
車
活
動
写
真
な
ど
は
、
現
在

で
い
え
ば
東
京
デ
�
ズ
ニ
�
ラ
ン
ド
の
〈
ス
タ
�
・

ツ
ア
�
ズ
〉
や
東
京
デ
�
ズ
ニ
�
シ
�
の
〈
ス
ト
�

ム
ラ
イ
ダ
�
〉
な
ど
の
、
私
た
ち
に
は
お
馴
染
み
の

フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
�
レ
�
タ
型
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
の
も

た
ら
す
体
験
そ
の
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い

は
、
よ
り
映
像
圏
の
領
域
に
近
づ
け
れ
ば
、
そ
れ
は
、

（
加
藤
幹
郎
も
述
べ
る
よ
う
に
）
先
ほ
ど
も
触
れ
たW

ii
な
ど
の
コ
ン
シ
�
�
マ
ゲ
�
ム
（
〇
七
年
に
は
電
車

運
転
シ
ミ
�
レ
�
シ
�
ン
の
人
気
ソ
フ
ト
シ
リ
�
ズ
の
一

つ
『
電
車
で
G
O
！　
新
幹
線
E
X　

山
陽
新
幹
線
編
』

が
リ
リ
�
ス
さ
れ
て
い
る
）
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
身
体

的
な
運
動
感
覚
と
直
結
し
た
「
ゲ
�
ム
的
」
な
リ
ア

リ
テ
�
に
す
ら
近
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
S
F
評
論
家
で
映
画
や
ゲ
�
ム
に
も
頻
繁

に
言
及
し
て
い
る
藤
田
直
哉
が
、
最
近
の
諸
論
考
に

お
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
C
G
技
術
の
高
度

な
発
達
が
実
現
し
た
「
シ
ネ
マ
テ
�
�
ク
・
ゲ
�
ム
」

と
呼
ば
れ
る
「
映
画
的
」
な
映
像
や
演
出
を
施
さ
れ

た
コ
ン
シ
�
�
マ
の
ア
ク
シ
�
ン
ゲ
�
ム
や
一
人
称

視
点
シ
�
�
テ
�
ン
グ
ゲ
�
ム
（
F
P
S
）、
ま
た
オ

ン
ラ
イ
ン
ゲ
�
ム
が
孕
む
、（
ハ
リ
ウ
�
ド
）
映
画
と

ゲ
�
ム
と
の
複
雑
な
相
互
影
響
関
係
に
つ
い
て
積
極

的
に
論
じ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
★
25
。
残
念
な
が

ら
、
筆
者
は
コ
ン
シ
�
�
マ
ゲ
�
ム
全
般
に
つ
い
て

疎
い
の
で
、
こ
れ
以
上
の
検
討
は
で
き
な
い
が
、
藤

田
が
こ
こ
で
、
一
方
で
映
画
的
ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
性
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を
備
え
つ
つ
、
同
時
に
、
ゲ
�
ム
的
な
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
�
ヴ
�
テ
�
（
自
由
度
）
も
実
装
し
た
作
品
と
し

て
肯
定
的
に
評
価
す
る
『
メ
タ
ル
ギ
ア
ソ
リ
�
ド
4  

ガ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ザ
・
パ
ト
リ
オ
�
ト
』（
〇
八
年
）

や
『
ベ
ヨ
ネ
�
タ
』（
〇
九
年
）
な
ど
の
「
映
画
に
憧

れ
る
ゲ
�
ム
」（
藤
田
）
の
プ
レ
イ
体
験
に
も
遠
く
明

治
の
汽
車
活
動
写
真
の
記
憶
が
こ
だ
ま
し
て
い
る
よ

う
に
も
思
う
。

ま
た
、
連
鎖
劇
的
な
リ
ア
リ
テ
�
で
あ
れ
ば
、
さ

し
ず
め
前
回
も
少
し
書
い
た
「
A
R
」（
拡
張
現
実
）

テ
ク
ノ
ロ
ジ
�
が
も
た
ら
す
そ
れ
を
想
起
し
て
み

る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
繰
り
返
す
よ
う
に
、
映

画
と
舞
台
劇
の
ミ
�
ク
ス
で
あ
る
連
鎖
劇
は
、
そ

れ
ゆ
え
に
、
観
客
に
と
�
て―

前
回
、
検
討
し
た

Tw
itter

の
よ
う
に―

、
映
画
と
い
う
潜
勢
的
な

視
覚
的
表
象
と
演
劇
と
い
う
現
勢
的
な
パ
フ
�
�
マ

ン
ス
と
が
、
絶
え
間
な
く
曖
昧
に
二
重
写
し
と
な
り

な
が
ら
迫
�
て
く
る
「
幽
霊
的

0

0

0

」
な
離
散
性
を
湛
え

た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
�
た
。

同
様
に
、
か
た
や
「
A
R
」
は
、
二
〇
〇
九
年

頃
か
ら
そ
れ
ら
を
搭
載
し
た
ア
プ
リ
を
提
供
す
る
ス

マ
�
ト
フ
�
ン
（iPhone

やA
ndroid

携
帯
）
の
普

及
で
に
わ
か
に
脚
光
を
浴
び
始
め
て
い
る
技
術
で
あ

る
。
現
在
の
A
R
技
術
は
一
般
的
に
、
G
P
S
や
モ

�
シ
�
ン
セ
ン
サ
�
に
よ
る
位
置
情
報
を
も
と
に
し

て
、
携
帯
端
末
の
画
面
上
で
、
現
実
の
風
景
映
像
に

そ
の
場
所
の
バ
�
チ
�
ル
な
付
加
デ
�
タ
（
エ
ア
タ

グ
）
が
重
ね
ら
れ
て
表
示
さ
れ
る
と
い
う
も
の
が
知

ら
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、「
セ
カ
イ
カ
メ
ラ
」）。
こ
う

し
た
A
R
技
術
の
文
化
産
物
と
し
て
の
応
用
可
能
性

に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
未
知
数
な
部
分
も
多
分
に
あ

る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
使
�
て
作

成
さ
れ
た
A
R
系
コ
ン
テ
ン
ツ
がYouTube

な
ど
の

C
G
M
に
多
数
ア
�
プ
さ
れ
て
い
た
り
、
A
R
を
テ

�
マ
に
し
た
近
未
来
短
篇
ム
�
ヴ
�
�
が
作
ら
れ
た

り
と
、
す
で
に
映
像
圏
的
な
映
像
／
映
画
文
化
へ
の

接
触
も
盛
ん
に
試
み
ら
れ
て
い
る
★
26
。
何
に
せ
よ
、

注
目
す
べ
き
は
、
A
R
も
ま
た
現
勢
的
な
空
間
の
内

部
に
、
仮
想
的
＝
潜
勢
的
な
A
R
空
間
（
エ
ア
タ
グ
）

が
多
孔
的
に
顔
を
覗
か
せ
、
受
容
主
体
の
身
体
性
や

★
25　

例
え
ば
、
藤
田
直
哉
「
ゲ
ー
ム
は
映
画
を

模
倣
し
、
映
画
は
ゲ
ー
ム
を
模
倣
す
る
」、
森
直

人
他
編
『
ゼ
ロ
年
代
＋プ
ラ
スの

映
画　
リ
ア
ル
、
フ
ェ

イ
ク
、
ガ
チ
、
コ
ス
プ
レ
』
河
出
書
房
新
社
、
二

〇
一
一
年
、
三
六
〜
四
一
頁
、
及
び
同
「
9
・
11

系
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
群
の
謀
略　
テ
ロ
リ
ズ
ム
以

降
の
映
画
表
現
」、
限
界
小
説
研
究
会
編
『
サ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
戦
争　
「
セ
カ
イ
系
」
か
ら
「
世
界

内
戦
」
へ
』
南
雲
堂
、
二
〇
一
〇
年
、
五
二
〜
五

八
頁
を
参
照
。『
Ｍ
Ｇ
Ｓ
４
』『
ベ
ヨ
ネ
ッ
タ
』
の

映
像
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
。http://goo.

gl/1SN
1O

、http://goo.gl/V
vIL

u

★
26　

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
ス
マ
イ
レ
ー

ジ
」
に
よ
る
Ａ
Ｒ
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活

動http://youtu.be/O
s0otLW

-ikY

や
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
建
築
校
修

士
課
程
のK

eiichi M
atsuda

が
作
成
し
た
Ａ

Ｒ
ム
ー
ヴ
ィ
ー
『A

ugm
ented (hyper) 

R
eality

』http://vim
eo.com

/8569187

な
ど
を
参
照
。
さ
ら
に
、
ラ
イ
タ
ー
・
評
論
家
の

前
島
賢
は
、「
セ
カ
イ
カ
メ
ラ
」
を
二
〇
〇
〇
年

代
の
「
セ
カ
イ
系
」
の
ブ
ー
ム
と
類
比
的
に
語
っ

て
い
る
。
前
島
賢
『
セ
カ
イ
系
と
は
何
か　

ポ

ス
ト
・
エ
ヴ
ァ
の
オ
タ
ク
史
』
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
新

書
、
二
〇
一
〇
年
、
五
頁
。
セ
カ
イ
系
的
な
想
像

力
と
映
像
圏
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
大
輔

「
セ
カ
イ
へ
の
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と　

ゼ
ロ
年

代
映
画
史
試
論
」、
限
界
小
説
研
究
会
編
『
社
会

は
存
在
し
な
い　

セ
カ
イ
系
文
化
論
』
南
雲
堂
、

二
〇
〇
九
年
、
三
四
五
〜
四
〇
七
頁
を
参
照
の
こ

と
。

★26  Augmented (hyper)Reality: 
Domestic Robocop

（vimeoで見る）

http://amzn.to/ePYyGi
http://amzn.to/ePYyGi
http://amzn.to/egTMla
http://amzn.to/egTMla
http://amzn.to/egTMla
http://goo.gl/1eXmi
http://goo.gl/1eXmi
http://goo.gl/1eXmi
http://goo.gl/VvILu
http://goo.gl/VvILu
http://youtu.be/Os0otLW-ikY
http://youtu.be/Os0otLW-ikY
http://vimeo.com/8569187
http://vimeo.com/8569187
http://vimeo.com/8569187
http://amzn.to/hOpzh0
http://amzn.to/hOpzh0
http://sekaicamera.com/
http://amzn.to/i2vUYZ
http://amzn.to/i2vUYZ
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中
心
性
、
安
定
的
な
地
平
や
投
錨
を
欠
い
た
機
械
状

の
知
覚
（
リ
ア
リ
テ
�
）
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
で
あ

る
。…

…
こ
う
し
た
比
較
事
例
は
、
他
に
も
枚
挙
に
暇

が
な
い
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
意
図
的
な
「
遠
近
法

的
倒
錯
」
を
行
う
な
ら
ば
、
筆
者
が
一
貫
し
て
注
目

す
る
擬
似
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
問
題
に
せ
よ
、「
フ
�

ク
シ
�
ン
映
画
」
と
「
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
」
が
制

度
的
に
区
分
け
さ
れ
る
以
前
の
初
期
映
画
に
お
い
て

は
、
す
べ
て
の
映
像
に
よ
る
「
報
道
」
は
何
ら
か
の

形
で
「
虚
構
」
だ
�
た
（
す
べ
て
「
擬
似
ド
キ
�
メ
ン

タ
リ
�
」
だ
�
た
！
）
と
い
う
背
理
さ
え
積
極
的
に
抱

え
込
ん
で
い
た
の
だ
★
27
。

映
像
圏
の
「
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
」

現
代
の
先
端
的
な
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
は
、
お
よ
そ

一
〇
〇
年
以
上
も
前
、
ア
�
リ
�
モ
ダ
ン
の
初
期
映

画
が
持
�
て
い
た
特
異
な
表
象
シ
ス
テ
ム
を
紛
れ
も

な
く
反
復
し
つ
つ
あ
る
。
映
画
や
映
像
を
撮
り
、
そ

れ
を
観
る
私
た
ち
は
、
ま
ず
こ
の
ポ
ス
ト
ヒ
ス
ト
リ

カ
ル
な
「
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
」
を
積
極
的
に
引
き
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
少
な
く
と
も
、
以

上
の
よ
う
な
映
画
史
に
お
け
る
オ
ル
タ
ナ
テ
�
ヴ

な
系
譜―

ゴ
ダ
�
ル
の
映
画
の
題
名
を
借
り
れ
ば
、

「
複
数
の
映
画
史histoire(s) du ciném

a

」―

を
そ
れ
な
り
に
妥
当
な
も
の
と
看
做
す
限
り
、
二
一

世
紀
の
私
た
ち
は
、「
テ
�
マ
パ
�
ク
の
ラ
イ
ド
型

ア
ト
ラ
ク
シ
�
ン
」
や
「
コ
ン
シ
�
�
マ
ゲ
�
ム
」、

「
A
R
」
…
…
と
い
�
た
、
一
見
映
画
と
は
異
な
る

ア
イ
テ
ム
を
も
、
一
種
の
「
映
画
的
な
も
の
」―

現
代
の
無
限
に
複
雑
化
・
多
層
化
し
た
複
数
の
表
象

シ
ス
テ
ム
の
エ
コ
ノ
ミ
�
に
お
い
て
、
情
報
化
や
ネ

�
ト
ワ
�
ク
化
に
裏
打
ち
さ
れ
た
映
像
圏
的
な
記
号

の
処
理
シ
ス
テ
ム
が
、
そ
の
複
雑
性
を
一
定
の
固
有

性
（
均
衡
状
態
）
に
お
い
て
縮
減
さ
せ
る
基
礎
的
触

媒―

に
抵
触
し
た
存
在
と
し
て
請
い
入
れ
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。
そ
う
し
た
「
映
画
的
な
も
の
」
に
は
、

い
う
ま
で
も
な
く「
噓
字
幕
M
A
D
」
や「Tw

itter

」

「W
ikiLeaks

」
な
ど
も
含
ま
れ
う
る
。
ま
た
も
や

繰
り
返
す
が
、
筆
者
が
「
世
界
そ
の
も
の
が
『
映
画
』

に
な
り
う
る
社
会
」「『
映
画
的
な
も
の
』
の
拡
散
化

＝
日
常
化
」「
イ
メ
�
ジ
の
例
外
状
態
」
…
…
な
ど
と

呼
ぶ
事
態
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
だ

★
28
。
も
は
や
い
ち
い
ち
断
る
の
も
野
暮
だ
が
、
こ

こ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
ま
�
た
く
新
し
い
映
画

論
や
映
像
文
化
論
の
地
平
が
拓
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

今
回
の
、
初
期
映
画
／
映
像
圏
論
は
、
そ
う
し
た
筆

者
の
狙
い
に
、
一
定
の
「
正
統
性legitim

acy

」
を
与

え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

★
27　

日
露
戦
争
期
に
、
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス

の
撮
影
所
で
時
事
的
な
映
像
を
再
現
し
て
「
報

道
」
し
た
、「
擬
似
ニ
ュ
ー
ス
映
画
」
と
呼
ぶ
べ

き
フ
ィ
ル
ム
が
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
詳

細
に
検
討
し
た
、
世
界
的
な
初
期
映
画
研
究
者
・

小
松
弘
や
、
日
本
の
文
脈
に
お
け
る
上
田
学
の
研

究
な
ど
を
参
照
。
小
松
弘
『
起
源
の
映
画
』
青
土

社
、
一
九
九
一
年
、
及
び
上
田
学
「
日
露
戦
争
と

映
画　
実
写
映
画
を
受
容
す
る
観
客
の
歴
史
性
」、

奥
村
賢
編
『
日
本
映
画
史
叢
書
10　
映
画
と
戦
争 

撮
る
欲
望
／
見
る
欲
望
』
森
話
社
、
二
〇
〇
九

年
、
三
五
〜
五
八
頁
。

http://amzn.to/gltnEC
http://amzn.to/gXEpqn
http://amzn.to/gltnEC
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初
期
映
画
と
映
像
圏
の
差
異

と
は
い
え
、
慎
重
な
読
者
の
た
め
に
最
後
に
断

�
て
お
け
ば
、
む
ろ
ん
、
現
代
の
映
像
圏
の
諸
実
践

が
、
初
期
映
画
の
歴
史
的
資
産
を
素
朴
に
反
復
し
て

い
る
と
短
絡
す
る
の
は
や
は
り
適
切
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
初
期
映
画
の
表
象
空
間
と
映
像
圏
の
表
象
空
間

の
差
異
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
、
本
連
載
の
続
く
回

や
別
途
原
稿
で
敷
衍
し
て
い
く
予
定
で
い
る
が
、
こ

こ
で
ひ
と
ま
ず
一
点
だ
け
い
�
て
お
け
ば
、
そ
れ
は

両
者
の
社
会
的
か
つ
文
化
的
な
「
公
共
圏
」
の
配
分

構
成
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
ど
う

い
う
こ
と
か
。
確
か
に
、
初
期
映
画
と
映
像
圏
的
テ

ク
ス
ト
の
描
き
出
す
表
象
や
そ
の
受
容
環
境
は
、
ア

ト
ラ
ク
テ
�
ヴ
で
「
現
＝
潜
勢
的
」
な
現
前
性
・
事

実
性
の
感
覚
に
満
ち
て
い
る
。

だ
が
、
例
え
ば
、
初
期
映
画
の
表
象
／
上
映
空
間

と
は
、
一
再
な
ら
ず
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
当
時

の
大
文
字
の
支
配
的
な
公
共
圏
（
産
業
社
会
や
国
民

国
家
）
に
対
す
る
「
対
抗
的
」（
ネ
ク
ト
＆
ク
ル
�
ゲ
）

な
公
共
性
、
す
な
わ
ち
、
多
様
で
無
秩
序
な
マ
イ
ノ

リ
テ
�
た
ち
の
間
主
観
的
・
共
同
体
的
・
感
覚―

運

動
的
な
生
の
コ
ラ
ボ
レ
�
シ
�
ン
の
効
果
と
し
て
出

来
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
れ
ら

の
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
は
一
様
に
一
回
ご
と
の
場
の

コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
み
に
紐
づ
け
ら
れ
た
ア
ド
・
ホ
�

ク
で
短
絡
的
な
祝
祭
性
と
し
て
消
尽
さ
れ
、
し
か
し
、

だ
か
ら
こ
そ
、
ア
�
リ
�
モ
ダ
ン
の
オ
ル
タ
ナ
テ
�

ヴ
な
公
共
圏
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
え
た
の
で
あ

る
★
29
。

対
し
て
、
情
報
通
信
技
術
を
背
景
と
す
る
映
像
圏

的
な
そ
れ
が
、
そ
う
し
た
「
対
抗
的
」
な
位
置
価
を

保
持
し
え
ず
、
ま
た
、
そ
の
都
度
の
断
絶
的
な
祝
祭

性
に
回
収
さ
れ
な
い
の
は
自
明
な
こ
と
だ
ろ
う
。
無

数
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
媒
介
と
し
て
成
立
す
る
映
像

圏
的
公
共
性
と
は
、
個
々
の
ユ
�
ザ
が
、
そ
れ
じ
た

い
が
再
帰
的
で
反
復
的
な
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
の

特
性
を
つ
ね
に
予
期
し
な
が
ら
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
ト
し

合
い
、
ま
た
そ
の
痕
跡
が
絶
え
間
な
い
フ
�
�
ド
バ

�
ク
・
ル
�
プ
に
よ
�
て
再
帰
化
・
反
復
化
し
続
け

★
28　

と
は
い
え
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
映
画
祭
企

画
者
で
日
本
映
画
史
研
究
者
の
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ド

メ
ー
ニ
グ
は
、
最
近
の
論
考
で
、
従
来
の
「
映

画
」
と
い
う
概
念
や
制
度
の
一
般
的
な
扱
い
方
に

い
ま
な
お
残
る
発
達
史
観
を
批
判
的
に
検
証
し
、

「
映
画
」
と
い
う
表
現
を
何
に
で
も
無
前
提
に
適

用
す
る
傾
向
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
、
一

部
の
研
究
者
の
あ
い
だ
で
論
議
を
呼
ん
で
い
る
。

ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
メ
ー
ニ
グ
「『
映
画
の
誕
生
』

再
考　
映
画
の
起
源
に
関
す
る
見
解
と
日
本
の
ス

ク
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
」（
碓
井
み
ち
こ
・

大
傍
正
規
訳
）、
黒
沢
清
他
編
『
日
本
映
画
は
生

き
て
い
る
第
2
巻　
映
画
史
を
読
み
直
す
』
岩
波

書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
二
一
〜
四
一
頁
参
照
。
こ

の
ド
メ
ー
ニ
グ
の
批
判
に
従
え
ば
、「
汽
車
活
動

写
真
」
も
「
物
語
映
画
」
も
「
ニ
コ
動
」
も
均
し

く
「
映
画
（
的
な
も
の
）」
と
し
て
ひ
と
く
く
り

に
す
る
筆
者
の
議
論
は
、
き
わ
め
て
短
絡
的
な
主

張
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、「
映
画

史
」
に
差
異
（
＝
他
者
化
）
の
契
機
を
積
極
的
に

読
み
こ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
彼
の
「
排

除
型
」
の
主
張
は
、
当
然
な
が
ら
、「
す
べ
て
が

『
映
画
』
で
あ
り
う
る
」
と
い
う
筆
者
の
「
包
摂

型
」
の
主
張
と
文
化
論
的
な
文
脈
で
は
単
に
表
裏

一
体
で
あ
る
。

★
29　

こ
う
し
た
初
期
映
画
史
特
有
の
公
共
圏
を

め
ぐ
る
具
体
的
な
分
析
事
例
と
し
て
は
、
以
下
の

台
湾
映
画
史
の
比
較
文
化
史
的
な
学
術
研
究
が
注

目
さ
れ
る
。
三
澤
真
美
恵
『「
帝
国
」
と
「
祖
国
」

の
は
ざ
ま　
植
民
地
期
台
湾
映
画
人
の
交
渉
と
越

境
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
。

http://amzn.to/if97Gb
http://amzn.to/if97Gb
http://amzn.to/if97Gb
http://amzn.to/fTohOi
http://amzn.to/fTohOi
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る
と
い
う
相
互
的
な
循
環
性
（
シ
ス
テ
ム
論
の
イ
デ
�

オ
ム
で
は
、「
ダ
ブ
ル
・
コ
ン
テ
�
ン
ジ
�
ン
シ
�
」）
の

中
に
置
か
れ
て
い
る
。
よ
り
分
か
り
や
す
く
い
い
換

え
れ
ば
、「
情
報
」
の
冗
長
性
（
パ
タ
�
ン
・
ラ
ン
ゲ

�
ジ
）
の
効
果
に
不
断
に
曝
さ
れ
て
い
る
か
／
い
な

い
か
と
い
う
違
い
が
、
両
者
の
存
在
論
的
基
盤
を
決

定
的
に
分
か
つ
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。

…
…
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
初
期
映
画
史
か

ら
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
の
帰
趨
を
辿
り
直
し
て
み
る
と
、

両
者
の
イ
メ
�
ジ
の
構
成
に
大
き
く
作
用
し
、
同
時

に
、
現
代
の
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
に
と
�
て
重
要
な
準

拠
点
と
な
る
フ
�
�
ズ
の
存
在
が
浮
上
し
て
く
る
。

「
身
体
性
」
と
い
う
キ
�
ワ
�
ド
が
そ
れ
で
あ
る
。
次

回
は
、
再
び
現
代
の
事
例
に
戻
り
、
映
像
圏
に
お
け
る

「
身
体
性
」
の
問
題
を
手
広
く
扱
�
て
み
た
い
。
議

論
も
い
よ
い
よ
後
半
に
入
る
。

〈
続
く
〉

渡
邉
大
輔
（
わ
た
な
べ
・
だ
い
す
け
）

映
画
研
究
者
・
批
評
家
。
専
攻
は
日
本
映
画
史
研
究
（
観
客
史
・
教

育
映
画
史
）。『
ユ
リ
イ
カ
』『
メ
フ
ィ
ス
ト
』『
映
画
芸
術
』
な
ど
で
純

文
学
、
本
格
ミ
ス
テ
リ
、
ラ
イ
ト
ノ
ベル
、
映
画
な
ど
を
横
断
的
に
批
評
。

共
著
に
『
探
偵
小
説
の
ク
リ
ティ
カ
ル・タ
ー
ン
』『
社
会
は
存
在
し
な
い
』

『
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
戦
争
』（
以
上
、
南
雲
堂
）。

ブ
ロ
グ http://d.hatena.ne.jp/daisukewatanabe1982/

Twitter http://twitter.com
/diesuke_w


